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「豊田市民の誓い －シンボルマーク－」 

昭和５３年３月、ふれあい豊かな地域社会づくりの目標として、市民共通の

願いを５項目に託した「豊田市民の誓い」が誕生しました。

以後２０余年を経過し、平成１８年３月４日に開催された豊田市制５５周年

記念式典で、「豊田市民の誓い」の新シンボルマークが発表されました。

新シンボルマークは、市町村合併を機に、新しい市域の子どもを始め全市民

に「市民の誓い」の理念を周知啓発し、前文と本文の５項目を市民生活と結び、

実践活動の推進を図ることを目的としています。 

「豊田市の花“ひまわり”の種をモチーフに、本文の５項目を明るいラインで

表し、実践活動を通して、わたくしたち市民の手で、豊田市を未来に向かって

育て伸ばそう」という意味を表しています。 

◆◇◆＜表紙写真＞ 令和５年豊田市消防出初・観閲式◆◇◆ 

消防年始の恒例行事を「豊田市消防出初式」改め「豊田市消防出初・観閲式」とし
て令和２年以来３年振りに開催しました。豊田市消防団観閲式を合同開催し、市民の
消防に対する理解と信頼を深めるため、当市の防災を担う消防職員、消防団員及び関
係団体の強固な団結と士気を披露しました。 

豊田市民の誓い

（前文） 
わたくしたちは、七州をのぞむ美しい山河にかこまれ、
輝かしい衣の里の歴史と伝統をうけつぎながら、明日に
向かって伸びゆく豊田市の市民です。
（本文） 
一．緑をはぐくみ、川を大切にして、豊かな自然を愛し
ましょう。 
一．スポーツに親しみ、教養を高めて、文化の向上につ 
とめましょう。 
一．元気で働き、若い力をそだてて、幸せな家庭をつく
りましょう。 
一．互いに助けあい、心の輪をひろげて、あたたかい町
をつくりましょう。 
一．いのちを尊び、きまりを守って、住みよい社会をつ 
くりましょう。



 

 

 

 

 

はじめに 
 

 

 

 この年報は、令和５年４月１日現在における当市の状況と令和４年の

当市における消防の現況及び火災等の発生状況等を統計的に収録し、今

後の消防行政の効率的な運営に役立てるとともに、当市における消防の

実態についてご理解を深めていただくことを目的として編集したもの

です。 

 なお、本書中の火災・救急・救助統計は、暦年をもって表し、予算関

係及びその他の事項については、会計年度で表しています。 
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一　目　統　計

面積
　　　　　   人口

　　　　　人口密度
世帯数 署所数

918.32k㎡ 　　　416,747人

　　　454人/k㎡

184,884世帯 4消防署 ５分署 ７出張所

消防予算 消防職員数 救急隊/救急救命士数 消防団員数

71億5,136万円

〔市民１人あたり17,160円〕

536人

〔市民777人に1人〕

17隊　/　146人 1,894人

〔市民220人に1人〕

女性消防クラブ会員数 少年消防クラブ会員数 幼年消防クラブ会員数 高校生消防クラブ会員数

119人 19,645人 10,927人 132人

自主防災会の組織数 防火対象物● 危険物施設数● 防火危険物安全協会会員数

322組織

〔組織率100％〕

15,711棟 1,238施設 328会員

防災学習センター利用者数● 本部・署車両数 ／ 団車両数 　消火栓　　／ 　 防火水槽 １１９番受信件数★

17,121人

〔計　623,412人〕

　125台　／　129台   5,739基  ／  1,969基 27,897件

〔19分に1件〕

火災件数★ 救急件数★ 救助件数★ 出火原因★

107件

〔3.4日に1件〕

20,893件

〔25分に1件〕

277件

〔1.3日に1件〕

 1位　こんろ

〔13件〕

R5.4.1現在の数値（●印：R4年度の数値　★印：R4年の数値）　

危 



10月5日 豊田市多数傷病者救急対応訓練
スカイホール豊田にて医療機関と合同で多数

傷病者傷病者救急対応訓練を実施しました。

6月12日 第１回豊田市消防団警防技術大会
訓練成果を発表する第１回豊田市消防団警防

技術大会を豊田スタジアムで開催しました。

7月10日 高岡出張所×第３方面隊防災研修
大規模災害を想定し、高岡出張所と第３方面

隊５分団が防災研修を実施しました。

令和４年度（主な取組）

11月6日 街頭防火宣伝
火災の増加する季節を前に、豊田市駅で火災

予防の啓発活動を実施しました。

10月1日 豊田市消防団ファミリー・フェスタ
家族や市民に消防団活動への理解を深めても

らうための催しに多くの市民が集まりました。

11月10～13日 FIA世界ラリー選手権
FIA世界ラリー選手権が開催され、消防特別

警戒体制をとり、対応しました。

10月27日 第５７回消火競技会
各事業所から出場した選手が迅速・確実な初

期消火技術を披露しました。

10月31日 女性消防職員意見交換会
女性の働き方や先進地視察報告等の情報・意

見交換会を実施しました。



1月7日 豊田市消防出初・観閲式
令和２年以来３年振りの「出初式」改め「消防

出初・観閲式」を開催しました。

1月7日 とよた消防フェスタ
消防出初・観閲式と同日開催され、様々な催

しで会場を盛り上げました。

12月13、14日 豊田市警防技術交換会
各管内から選出された小隊が、日頃の訓練成果

を発揮しました。

2月19日 豊田市消防職就職ガイダンス
高度救助隊の訓練見学や豊田市消防本部の紹介

を通して、豊田市消防職の魅力を発信しました。

11月27日 わくわくワールド
多くの親子がスカイホール豊田に集まり、放

水体験を実施しました。

2月20日 Kin-Quプロジェクト始動
トヨタ自動車とのタイアップ企画が本格始動！第

１弾の動画がyoutubeに公開されました。

2月27日 協定締結式
住宅用火災警報器の購入あっせん事業に関す

る協定を締結しました。

11月18日 豊田市消防職員意見発表会
様々な着眼点から消防が抱える問題に対する

改善方法などを発表しました。
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豊田市消防本部旗 





１ 

豊田消防のあらまし

◆ 豊田市の概要

豊田市は、「クルマのまち」として世界にその名を知られる産業都市でありながら、四季
を通じて変わりゆく美しい自然に囲まれた広大な都市で、梨や桃が県内でも有数の収穫量
を誇るなど自然の恵み豊かな地域です。昭和２６年３月に挙母市として市制施行以来、自
動車産業の発展とともに急速に成長し、平成１７年４月の「平成の大合併」では、経済圏
や日常生活圏が一体となっている矢作川流域７市町村が一つとなり、新豊田市が誕生しま
した。 
現在人口約４２万人、面積は９１８．３２ｋ㎡で愛知県のほぼ中央に位置し、長野県に
源を発する矢作川が南北に流れ、市域は、東・北部の三河高原を形成する山間部と、西・
南部の西三河平野につながる丘陵・平野部からなり、標高３．２ｍから１，２４０ｍに至
る変化に富んだ地形条件を有しています。 
豊田市は「第８次豊田市総合計画」の将来都市像に、「つながる つくる 暮らし楽しむ
まち・とよた」を掲げ、人と人、地域と自然のつながりを深め、認めあい、活かし合う中
で、多様な価値や可能性をつくりだし、暮らしを楽しむことができるまちをめざしており
ます。また「ＷＥ ＬＯＶＥ とよた」条例を制定し、誰もが幸せを感じる「わくわくする
世界一楽しいふるさと」をめざしています。 

 □ 位  置  東経 137 度 9 分 24 秒、北緯 35度 5分 00 秒 
 □ 面  積  918.32ｋ㎡（東西 49.36ｋｍ、南北 33.37ｋｍ） 
 □ 世 帯 数  184,884 世帯 
 □ 人  口  416,747 人 (総人口) 
□  人口密度   454 人／ｋ㎡  （出典「豊田市統計書」等） 

令和５年4月１日現在 
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豊田消防のあらまし

◆ 消防のあゆみ

徳川中期寛延年

明治初期 

明治中期 

1947（昭和22）   
1956（昭和31）   

1957（昭和32）   
1959（昭和34）   

1963（昭和38）   

1964（昭和39）   

1965（昭和40） 
1966（昭和41） 
1967（昭和42） 
1969（昭和44） 

1970（昭和45） 

1971（昭和46） 
1972（昭和47） 
1974（昭和49） 

1976（昭和51） 

1977（昭和52） 

1978（昭和53） 
1979（昭和54） 

1980（昭和55） 

1982（昭和57） 

各村の庄屋に大うちわ、水桶、とび口、刺子等の消火器具が備え付けられ
た。 
下挙母に有志が集まって「桜組」と称する消防組が編成されたのをはじめ、
各集落に逐次消防組を編成 
県の奨励によって公設消防発足の気運が起こり、統制ある団体に改善され
るとともに、鉄製腕用ポンプ等を装備 
消防団令の公布により、警防団７分団を消防団１７分団６５０人に改組 
挙母市消防本部（庶務係、消防係、予防係、整備係）・署が発足し、 
職員２４人、消防車２台で業務を開始
西加茂郡高橋村と合併し、消防団が２６分団１，０５１人となる。 
消防団再編成を行い、２６分団７９６人となる。 
市名変更に伴い、豊田市消防本部・署となる。 
消防団を再編成統合し、９分団７８０人となる。 
第 1期小型化整備５か年計画を樹立、全額市費配備に踏み切る。 
第 1期小型化整備５か年計画完了、小型動力ポンプ２０台を消防団に配備 
救護隊を設置、救急車１台を購入し救急業務を開始する。 
碧海郡上郷町と合併し、消防団再編成を行い１２分団６９６人となる。 
第２期機械力の小型化整備５か年計画を樹立
高岡町と合併し、消防団が１７分団８７２人となる。 
南部出張所を開設、所長以下１３人を配置、消防・救急業務を開始 
西加茂猿投町と合併し、２４分団１，１６８人となる。 
第２期小型化整備５か年計画完了、小型動力ポンプ１７台を消防団に配備 
消防長専任となる。 
消防団を再編成統合し、１５分団９５０人となる。 
美山出張所を開設、所長以下１３人を配置、消防・救急業務を開始  
東加茂松平町と合併し、１７分団１，１６６人となる。 
消防本部に課制（庶務課、消防課、予防課）をしき、３課１署２出張所と
し、本署に警備第１係、警備第２係を新設 
消防本部・署の新庁舎を挙母町に移転新築し、業務を開始 
消防本部消防課に教養係を新設 
四郷出張所を開設、所長以下１３人を配置、消防・救急業務を開始 
女性消防士２人を初採用 
大林出張所を開設、所長以下１５人を配置、消防・救急業務を開始 
予防課予防を危険物係と予防係に分離
本署に通信第１係、通信第２係を新設 
消防音楽隊発足 
松平出張所を開設、所長以下１５人を配置、消防・救急業務を開始 
予防課に建築物係、本署に指導調査係を新設 
消防本部の組織を変更し、次長を置く。 
高岡出張所を開設、所長以下１５人を配置、消防・救急業務を開始 
消防署の組織を変え、署所を中部・南部・西部・北部地区に区分し、本署
に特別消防第１係、特別消防第２係を新設 
高橋分署を開設、分署長以下１９人を配置、消防・救急業務を開始 
「救護隊」を「救急隊」に改名 
消防団の再編成を行い、１７分団５５部１，０３６人となる。 
保見出張所を開設、所長以下１４人を配置、消防・救急業務を開始 
通信指令室を新設
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豊田消防のあらまし

1983（昭和58） 
1984（昭和59） 
1985（昭和60） 

1986（昭和61） 
1987（昭和62） 

1988（昭和63） 
1990（平成 2） 
1992（平成 4） 

1993（平成 5） 
1994（平成 6） 

1996（平成 8） 

1997（平成 9） 

1998（平成10） 

1999（平成11） 

2000（平成12） 

2001（平成13） 
2002（平成14） 

2003（平成15） 

2004（平成16） 
2005（平成17） 

2006（平成18） 

2007（平成19） 

予防課に査察指導係を新設し、高橋分署に警防第１係、警防第２係を新設 
大林出張所に警防第１係、警防第２係を新設 
南部出張所と四郷出張所にそれぞれ警防第１係、警防第２係を新設 
地図検索装置を導入
美山出張所と松平出張所にそれぞれ警防第１係、警防第２係を新設 
南部出張所を移転新築し、南分署として開設、分署長以下２６人を配置 
消防波無線前進基地を南分署に設置 
保見出張所と高岡出張所に警防第１係、警防第２係を新設
救急波無線前進基地を高岡出張所に設置 
力石出張所を開設、所長以下１３人を配置、消防・救急業務を開始し、消
防波・救急波前進基地を設置 
動態的組織の導入に伴い担当制を設け、係制度を廃止
消防本部（署）新庁舎を長興寺に移転新築し、同時に消防緊急情報システ
ムを導入、防災学習センターを開設 
消防団の再編成を行い、１８分団６１部１，０３６人となる。 
藤岡小原分署を開設、分署長以下１７人を配置、藤岡町・小原村の消防事
務の受託業務を開始 
四郷出張所を四郷分署に昇格し、分署長以下２３人を配置 
美山出張所を移転新築し、西分署として開設、分署長以下２３人を配置 
高橋分署を東分署、四郷分署を北分署に改名し、分署名を東西南北の方位
名称とする。 
消防本部敷地内にヘリコプター場外離着陸場を整備
消防本部庶務課に企画教養担当と経理担当、本署に救助警防担当及び救急
担当を新設 
消防本部消防課に消防担当と施設担当、南分署に救助警防担当及び救急担
当を新設 
消防署を１署から３署体制にし、消防署を中消防署、北分署を北消防署、
南分署を南消防署に昇格、各署に管理担当及び消防担当、消防本部に指令
課を新設 
消防本部庶務課の企画教養担当を企画研修担当に改名 
消防署に課制を導入し、１本部、３消防署、１４課体制となる。 
逢妻出張所を開設し、所長以下１２人を配置、１本部３消防署３分署６出
張所となる。 
庶務課の経理施設担当を消防団・施設担当に改名 
消防課を警防救急課に改名し、警防救急担当と指揮調査担当を新設 
北消防署を移転新築し、署長以下４７人を配置 
警防救急課に装備担当を新設 
救急救命士を全施設に配置（２３人） 
消防団に女性が入団（8月１日１２人任命）、カラーガード隊「ひまわりフ
ェアリーズ」を結成 
公募により豊田市消防音楽隊市民演奏者９人を初採用 
松平出張所を移転新築し、所長以下１２人を配置 
西加茂郡藤岡町、小原村、足助町、下山村、旭町及び稲武町と合併し、消
防団員数２，１７４人となり、合併地域の支所に支所消防隊を設置 
また、あすけ地域消防組合消防本部を編入し、職員４２７人となる。 
稲武出張所を稲武支所へ移転 
大林出張所を移転新築し、末野原分署として開設、分署長以下２０人を配
置 
防災学習センターをリニューアル 
支所消防隊廃止に伴い、足助消防署各出張所に日勤司令１人を増員 
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2008（平成20） 

2009（平成21） 

2010（平成22） 

2011（平成23） 

2012（平成24） 

2013（平成25） 

2014（平成26） 

2015（平成27） 

2016（平成28） 

2017（平成29） 

2018（平成30） 

2019（令和元年） 

北・中消防署消防１・２課に指揮調査担当を新設
予防課を危険物、予防査察、建築物担当の３担当に編成 
足助消防署各出張所に日勤司令補1人を増員 
指令課に再任用職員２人を配置 
南消防署消防１・２課に指揮調査担当を新設 
中消防署消防１・２課に救助担当を新設し、高度救助隊
（ＳＲＴ：スーパーレスキュー豊田）を編成 
庶務課の消防団・施設担当を消防施設・消防団担当に改名 
足助消防署各出張所に１人を増員し、所長以下１５人を配置 
庶務課の消防施設・消防団担当を施設経理担当、消防団担当の２担当に
編成 
警防救急課の警防救急担当を救急救助担当、装備担当を水利車両担当に
改名 
足助消防署消防１・２課に指揮調査担当を新設 
消防団に機能別団員制度を導入（４０人任命） 
旭出張所に管理職職員２人を再任用 
防災防犯課から矢作川豊田防災ステーションを管理移管
逢妻出張所を分署とし、分署長以下２２人を配置 
警防救急・指令担当専門監を配置
下山出張所に管理職職員２名を再任用
矢作川豊田防災ステーションに所長以下 7名の特別任用職員を配置 
高岡出張所を移転新築 
稲武出張所を移転新築（敷地内にヘリコプター場外離着陸場を整備）
庶務課を総務課に改名 
藤岡小原分署の予防管理担当を廃止
東分署、逢妻分署、西分署、末野原分署を課扱いに改編 
消防吏員採用の消防長が就任
総務担当管理監を配置 
所属に副課長又は副分署長を配置
各業務を管理する長として担当長を配置
警防救急課、指令課、（足）管理課、（中）管理課及び逢妻分署に再任用職
員を各１人配置 
足助消防署、北消防署及び東分署に各２人増員 
総務課、予防課及び（南）管理課に各１人、警防救急課、中消防署及び南
消防署に各２人増員 
指令課の特別任用職員１人を正規職員化 
予防課に再任用職員を新たに１人配置 
消防団の機能別団員に学生機能別団員を追加（４０人任命） 
とよた協力防人隊の発足（６３人任命） 
矢作川豊田防災ステーション所長に再任用職員を新たに１人配置 
西分署に再任用職員を新たに１人配置 
高校生消防クラブ発足 
足助消防署を改修し、敷地内に 7種類の救助訓練施設を新設 
高岡出張所に職員2人増員し、出張所長以下１４人を配置
警防救急課に2人、藤岡小原分署・東分署・末野原分署に各 1人、再任用
職員を新たに配置 
保見出張所に職員２人増員し、出張所長以下１４人を配置
予防課の予防担当を予防推進担当に改名 
消防用ドローンの実践運用等のため、（南）管理課を 2 人増員し、再任用
職員を配置
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2020(令和２年) 中消防署及び南消防署へ各１人、松平出張所へ２人増員し、再任用を配置す
るとともに、指令課を１人増員
東分署、逢妻分署、西分署及び末野原分署へ各１人増員し、毎日勤務の分署 
長を配置するとともに、副分署長を両当番に配置
保見出張所及び高岡出張所へ各１人増員し、再任用職員の毎日勤務の出張所 
長を配置

2021(令和３年） （北）管理課へ１人、力石出張所へ２人増員し、指令課及び（北）消防１課へ再
任用職員を各１人増員 
松平出張所へ１人増員し、再任用職員の毎日勤務の出張所長を配置

2022(令和４年） 指令課へ２人、（南）管理課へ２人増員
力石出張所へ１人増員し、再任用職員の毎日勤務の出張所長を配置
予防課及び（足）消防２課へ再任用職員を 1人増員 

2023(令和５年） 指令課を２担当制から３担当制へ移行（令和５年１月～） 
警防救急課へ１人、指令課へ２人増員 
新規採用職員の配属先を見直し、（足）消防１課、（足）消防２課、（北）消防１
課、（北）消防２課、（南）消防１課及び（南）消防２課を各１人減員し、東分
署及び西分署へ各２人増員 
災害対応力向上のため、（中）消防１課へ再任用職員を１人増員

◆ 消防本部・消防署の組織図

保 見 出 張 所

力 石 出 張 所

松 平 出 張 所

消 防 長 消 防 次 長

高 岡 出 張 所

旭 出 張 所

稲 武 出 張 所

下 山 出 張 所

管 理 課

足 助消 防署

消 防 １ 課

消 防 ２ 課

北 消 防 署

警 防 救 急 課

指 令 課

予 防 課

消 防 本 部

消 防 ２ 課

南 消 防 署

中 消 防 署

管 理 課

西 分 署

管 理 課

逢 妻 分 署

東 分 署

消 防 ２ 課

消 防 １ 課

消 防 １ 課

消 防 ２ 課

総 務 課

末 野 原 分 署

藤 岡 小 原 分 署

消 防 １ 課

管 理 課
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◆ 消防本部の分掌事務

●総務課 
（１）公印の管理に関すること。
（２）文書の収受に関すること。 
（３）消防行政に係る企画立案及び調整に関

すること。 
（４）消防政策会議等に関すること。 
（５）消防本部の所管に係る予算及び決算の

総括に関すること。 
（６）消防施設の整備、管理等に係る計画に

関すること。 
（７）消防施設用地の取得及び管理に関する

こと。 
（８）消防施設の整備に関すること。 
（９）消防施設の維持管理に関すること。
（10）訓令の公表に関すること。
（11）職員の研修に関すること。 
（12）職員の人事及び服務に関すること。 
（13）消防職員委員会に関すること。 
（14）職員の福利厚生に関すること。
（15）安全衛生委員会の庶務及び職員の公 

務災害補償に関すること。 
（16）消防表彰に関すること。 
（17）公用車の安全運転推進に関すること。
（18）公用車の事故処理等に関すること。
（19）消防団本部の運営に関すること。 
（20）消防団用機械器具の整備に関するこ

と。 
（21）消防団用機械器具の維持管理に関す

ること。 
（22）非常勤消防団員等の公務災害補償に

関すること。 
（23）水防業務の管理に関すること。
（24）水防資機材の整備に関すること。 
（25）消防用燃料に関すること。
（26）前各号に掲げるもののほか、他の課

の所管に属さないこと。 

●警防救急課 
（１）消防応援協定に関すること。 
（２）緊急消防援助隊に関すること。 
（３）消防用機械器具の整備に関すること。 
（４）消防用機械器具等の取扱技術の指導

に関すること。 
（５）消防水利施設の整備に関すること。
（６）消防水利施設の維持管理に関するこ

と。 
（７）消防活動の研究、対策等に関するこ

と。 
（８）消防活動の基準等に関すること。 
（９）警防、救急及び救助に係る業務の高

度化に関すること。
（10）消防統計（次条第２０号の消防統計

を除く｡）の管理に関すること。
（11）消防資機材の整備計画に関すること。 
（12）ヘリポートの整備に関すること。 
（13）消防指揮本部の編成及び運営に関す

ること。 
（14）行事等における消防、救急等の警備

基準に関すること。
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●予防課
（１）火災予防の広報及び啓発活動に関す

ること。 
（２）防火管理者及び防災管理者の育成指

導に関すること。 
（３）防火協力団体の育成指導に関するこ

と。 
（４）自衛消防組織等の育成指導に関する

こと。 
（５）危険物製造所等の許認可、検査及び

指導に関すること。 
（６）液化石油ガスに関すること。 
（７）少量危険物の保安に関すること。
（８）危険物施設の査察に関すること。 
（９）危険物取扱者の育成指導に関するこ

と。 
（10）毒劇物の届出に関すること。 
（11）建築確認申請の同意事務に関するこ

と。 
（12）消防用設備等の設置指導及び検査に

関すること。 
（13）豊田市火災予防条例（昭和４８年条

例第５１号）に規定する届出に関する
こと。 

（14）防火対象物の査察に関すること。 
（15）防火対象物の点検、報告、特例認定

等に関すること。 
（16）消防用設備等の点検及び報告に関す

ること。 
（17）防火基準適合表示に関すること。 
（18）煙火の消費許可、検査及び指導に関

すること。 
（19）火災予防事務の統一化に関すること。 
（20）消防統計（火災に係るものに限る） 

の管理に関すること。
（21）防災学習センターの運営管理に関わ

ること。 
（22）住宅の防火及び防災に関すること。 
（23）火災警報の発令に関すること。
（24）消防音楽隊に関すること。 
（25）その他火災予防事務に関すること。 

●指令課
（１）１１９番通報の受信及び出動指令

に関すること。 
（２）災害等の消防活動支援及び情報等

の収集に関すること。 
（３）消防部隊の運用及び非常招集に関

すること。 
（４）気象観測その他消防通信に関する

こと。 
（５）高機能消防指令システムの整備に

関すること。 
（６）消防救急デジタル無線設備の管理

及び運用に関すること。 
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◆ 消防署の分掌事務

●管理課
（１）公印の管理及び消防署の庶務に関

すること。 
（２）消防表彰に関すること。 
（３）消防団との連携に関すること。 
（４）火災予防の啓発及び広報に関する

こと。 
（５）防火対象物の査察に関すること。                       
（６）豊田市火災予防条例に規定する届

出に関すること。 
（７）消防車両の維持管理及び燃料に関

すること。 
（８）消防施設の維持管理に関すること
（９）応急手当の普及及び啓発に関する

こと。 

●消防１課、消防２課 
（１）火災の原因及び損害の調査に関す

ること。 
（２）火災の防圧警戒及び水防活動に関

すること。 
（３）救急及び救助業務に関すること。 
（４）非常警戒に関すること。 
（５）地水利調査に関すること。
（６）研修及び訓練に関すること。 
（７）火災、救急、救助活動等の報告に

関すること。 
（８）消防団との連携に関すること。 
（９）火災予防の啓発及び広報に関する

こと。 
（10）防火対象物の査察に関すること。 
（11）り災証明書等の発行に関すること。
（12）豊田市火災予防条例に規定する届

出に関すること。 
（13）防災施設の管理及び防災指導に関

すること。 
（14）消防資機材の維持管理に関するこ

と。 
（15）応急手当の普及及び啓発に関する

こと。 
（16）その他警防に関すること。 

●分署、出張所 
（１）火災の防圧警戒及び水防活動に関

すること。 
（２）救急及び救助業務に関すること。 
（３）非常警戒に関すること。 
（４）地水利調査に関すること。
（５）研修及び訓練に関すること。 
（６）火災、救急、救助活動等の報告に

関すること。 
（７）消防団との連携に関すること。 
（８）火災予防の啓発及び広報に関する

こと。 
（９）防火対象物の査察に関すること。 
（10）豊田市火災予防条例等に規定する

届出に関すること。 
（11）防災施設の管理及び防災指導に関

すること。 
（12）消防資機材の維持管理に関するこ

と。 
（13）応急手当の普及及び啓発に関する

こと。 
（14）その他警防に関すること。 
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◆ 消防職員配属状況
　　階　級

区　分 消　防
正　監

消防監
消　防
司令長

消　防
司 令

消　防
司令補

消　防
士 長

消　防
副士長

消防士

1 8 36 73 112 112 115 79 536
小　　計 1 4 11 16 12 83

消 防 長 1 1
消 防 次 長 1 1
管 理 監 1 1
警防救急指令担当専門監 1 1
予防担当専門監 1 1
総 務 課 3 4 2 15
警 防 救 急 課 2 4 2 15
予 防 課 2 3 4 21
指 令 課 4 5 4 27

小　　計 1 5 16 24 87
消 防 署 長 1 1
管 理 課 1 1 2 5
消 防 １ 課 2 3 5 18
消 防 ２ 課 2 3 5 18
旭 出 張 所 3 4 15
稲 武 出 張 所 3 4 15
下 山 出 張 所 3 4 15

小　　計 1 6 14 23 115
消 防 署 長 1 1
管 理 課 1 2 1 7
消 防 １ 課 2 3 6 26
消 防 ２ 課 2 3 6 26
藤 岡 小 原 分 署 1 2 4 25
保 見 出 張 所 3 2 15
力 石 出 張 所 1 4 15

小　　計 1 7 17 27 125
消 防 署 長 1 1
管 理 課 1 1 1 7
消 防 １ 課 2 4 7 27
消 防 ２ 課 2 4 7 27
東 分 署 1 2 4 25
逢 妻 分 署 1 2 4 23
松 平 出 張 所 1 4 15

小　　計 1 7 13 26 125
消 防 署 長 1 1
管 理 課 1 2 1 8
消 防 １ 課 2 3 7 26
消 防 ２ 課 2 3 6 25
西 分 署 1 2 4 25
末 野 原 分 署 1 2 4 25
高 岡 出 張 所 1 4 15

小　　計 1
総 務 省 1

出向 市 長 部 局 2

派
遣

消 防 吏 員
合　計

中
消
防
署

足
助
消
防
署

消
防
本
部

合　　　　　　計

南
消
防
署

北
消
防
署

39

6
7
12
14
41

1
8
8
8
8
8
71

3
15

16

15
18
10
10
76

18

2

78

4
14
14
18

14

10

＊出向者は消防職員数に含まない

18
10
1
1

4
14

令和５年４月１日現在
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◆ 消防の当初予算 消防の当初予算

令和５年度は、ポストコロナ社会を見据えた第８次総合計画後期実践計画の推進を柱とし
た上で、こども・若者支援、生涯活躍の応援、安全・安心の確保、カーボンニュートラル、
デジタル化、ラリーをいかしたまちづくりを積極的に進めることを基本的な考えとして、当
初予算を編成しました。 
一般会計当初予算の総額は １，８８３億円、対前年度８２億円の増です。 
歳入では、市税が１，０４６億円、対前年度５６億円の減、基金繰入金は７７億円、対前
年度４６億円の増、市債は７０億円、対前年度４０億円の増としました。また、歳出では、
普通建設事業費を３６２億円、対前年度４９億円の増を計上し、将来のまちづくりに向け必
要な施策に取り組んでまいります。 
消防費については、一般会計全体の３．８％を占める７１億５，１３６万円で、前年度と
比較して５，１７８万円の増となっています。 
その内容を性質別に分類すれば、人件費、物件費、補助費などの経常的経費は、６４億９
４６万円（８９．６％）、そのうち義務的経費である人件費は４９億４，９１１万円（６９．
２％）、消防車両の整備・防火水槽築造等の投資的経費は７億４，１９１万円(１０．４％)
です。 
これらの予算は、市民が安心して暮らすことのできる安全なまちづくりのために消防施設
の整備、消防体制の充実、消防車両・資機材の整備など消防防災体制の整備を推進するもの
です。 

消防費当初予算額性質別割合 消防費当初予算額目別割合

投資的経費

14.7%
消防費

76億4187万円

消防費
71億5136万円

消防費
71億5136円

投資的経費

10.4%
常備 
消防費 

78.7% 

非常備消防費
7.1%

災害対策費
9.5%

消防施設費 
4.6% 

水防費
0.1%

経常的経費

89.6%

うち

義務的経費

69.2%

7,641,879 7,360,300 7,099,583 7,093,515 7,151,362 

令和
3年度

令和
4年度

令和
5年度

令和
2年度

令和
元年度
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消 防 施 設  

令和５年４月１日現在 

名 称 所  在  地 開 設 
年 月 

構   造
階  数

床（１階）
面積 ㎡ 

延面積 
㎡ 

敷地面積 
㎡ 

北 消 防 署
〒470-0373 
四郷町森前南6番地１ 

℡ 43-0093

平成 
15年4月

S造3階 
他3棟 

1,019.95
238.60

1,716.01
322.60

5,948.09

藤 岡 小 原
分 署

〒470-0411 
木瀬町桧本1525番地1 

℡ 76-5560

平成 
8年4月

RC造2階 
一部S造 499.75 763.75 2,977.95

保見出張所
〒470-0352 
篠原町黒坪11番地2 

℡ 43-1630

昭和 
57年4月 RC造2階 226.42 354.09 1,181.30

力石出張所
〒470-0318 
力石町井ノ上81番地2 

℡ 42-1751

平成 
4 年 4 月

RC造2階 
一部S造 317.44 504.94 1,678.80

消 防 本 部
中消防署

〒471-0879 
長興寺5丁目17番地1 

℡ 35-9722

平成 
6年10月

SRC造6階
他5棟 

2,149.99
1,521.80

6,641.82
2,363.45

19,481.94

東 分 署
〒471-0003 
岩滝町高入36番地1 

℡ 87-0360

昭和 
55年4月

RC造2階 
一部5階 423.64 745.08 2,432.97

逢 妻分署
〒471-0053 
丸根町6丁目18番地２ 

℡ 36-2450

平成 
14年4月 S造2階 531.52 621.48 2,098.00

松平出張所
〒444-2216 
九久平町百々8番地7 

℡ 86-1190

平成 
17年4月 S造2階 363.76 511.46 2,992.47

南 消防署
〒470-1216 
和会町長田3番地1 

℡ 25-9008

昭和 
62年4月

RC造2階 
一部5階 
他2棟

895.34
348.30 1,895.53 5,270.29

西 分 署
〒471-0844 
聖心町4丁目44番地5 

℡ 25-2570

平成 
9年4月

RC造2階 
他1棟 

379.02
45.82

554.90
45.82

2,441.54

末野原分署
〒470-1207 
鴛鴨町新林127番地 

℡ 25-3070

平成 
18年4月 S造2階 561.27 684.64 2,453.63

高岡出張所
〒473-0921 
高丘新町上平地135番地1 

℡ 51-6111

平成 
25年3月 S造2階 428.04 527.04 3,917.00

足助消防署
〒444-2407 
桑田和町中貝戸6番地 

℡ 62-0119 

昭和 
57年4月

RC造2階 
一部5階 
一部S造 
他２棟

1,068.12

152.21

1,521.83

152.21
13,020.70

旭 出張所
〒444-2832 
浅谷町下万場303番地2 

℡ 68-1119

平成 
10年4月 S造1階 431.50 438.76 4,519.00

稲武出張所
〒441-2513 
稲武町宮ノヒラ8番地7 

℡ 82-3099

平成 
25年3月 S造2階 494.90 592.13 3,659.98

（ヘリポート除く）

下山出張所
〒444-3242 
大沼町大官屋敷92番地1 

℡ 90-4119

平成 
7年10月 S造1階 324.93 324.93 3,799.00

◆ 消防本部施設の概要◆ 消防本部施設の概要



１２

消 防 施 設 

●消防本部・署所の配置図



 

 １３

消 防 施 設

 

消防車両等の機械力は、人員や消防水利とともに消防力の基本要素の一つであり、市民
の安全を確保する上で不可欠なものです。消防機械等の技術革新に合わせ、災害現場にお
いて効率的に運用できる最新鋭の機器を導入し、迅速で的確な対応ができるように整備の
拡充を図っています。 
 

●消防本部・消防署の車両配置 
令和５年４月１日現在（台） 

       署 所 

 

 

 

車 種 

本

部 

北
消
防
署 

藤
岡
小
原
分
署 

保
見
出
張
所 

力
石
出
張
所 

中
消
防
署 

東

分

署 
逢
妻
分
署 

松
平
出
張
所 

南
消
防
署 

西

分

署 

末
野
原
分
署 

高
岡
出
張
所 

足
助
消
防
署 

旭
出
張
所 

稲
武
出
張
所 

下
山
出
張
所 

合

計 

消防ポンプ自動車 
（水槽無）  1    1    1 1    1 1 １ 

11 
（水槽有）※   １    １     1  1    

水槽付消防ポンプ自動車  1 1 1 1 2 １ 1 1 2 1 1 1 ２ 1 1 1 19 

梯子付消防自動車  1    1    1        3 

化学消防ポンプ自動車  1    1    1        3 

水槽車  1    1    １        ３ 

救助工作車  1     1    1    1    4 

指揮車 １ 1    1    1    1    ５ 

広報車 ６ 1 １ 1 1 2 1 1 1 1 1 1 1 2 1 1 1 24 

指揮隊車  1    1    1    1    4 

資機材搬送車 2 1    1    1    2    7 

救急自動車  2 1 1 1 2 1 2 1 2 1 1 1 2 1 1 1 21 

排煙電源車  1                1 

支援車      1            1 

起震車 １                 1 

その他車両 ９ ３    2    2    2    18 

合計 19 16 ４ 3 3 17  4 4 3 15 4 4 3 14 4 4 4 125 

小型動力ポンプ  1 1 1 1  1  1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 16 

※消防ポンプ自動車（水槽有）は、CD-Ⅰ型に小型水槽を備えているもの 

◆ 消防車両の配置 

  
  

  
  



 

 １４

消 防 施 設 

 
消防水利は、消火栓、防火水槽、プール等の「人工水利」と河川、池、沼等の「自然水

利」があります。市が整備している消防水利以外でも、「消防水利の基準」を満たした私有
の水利施設については、所有者等の承諾を得て、「指定消防水利」として登録をしています。 

消防水利の割合は、消火栓が７３．０％と大部分を占めており、防火水槽は２５．０％、
指定消防水利は２．０％です。大規模な地震による水道管の破損等に対応できるよう、消
防水利の配置比率は、防火水槽１に対し消火栓等３を目安とし、消防水利の整備に努めて
います。 

災害時には、その機能が十分発揮されなければなりません。そのため、常時使用可能な
状態を保つよう、位置、異常の有無、付近の障害物等を定期的に調査し、機能の保全に努
めています。 
 
●消防水利の推移                       令和 5 年４月１日現在（基） 

区  分 
令和 

元年度 
令和 

２年度 
令和 

3 年度 
令和 

4 年度 
令和 

５年度 

消火栓（基準適合） ４，３４４ ４，３８５ ４，４２０ ４，４２８ ４，４３２ 

消火栓（基準非適合） １，３７２ １，３３３ １，３１６ １，３１１ １，３０７ 

防火水槽４０㎥以上 １，６６４ １，６８０ １，６９３ １，６９８ １，７０２ 

防火水槽４０㎥未満 ２７８ ２７５ ２７２ ２６８ ２６７ 

指定消防水利 １４６ １４７ １４９ １５５ １５３ 

 
 
◆ 耐震性貯水槽の設置 

 
大規模地震が発生した場合、消火栓や耐震性を有しない貯水槽の機能低下による消火用

水の不足が懸念されます。震災時における消防活動に支障をきたさないよう、耐震性貯水
槽を計画的に設置しています。 

また、１００㎥の耐震性貯水槽には同時多発火災が発生した場合に、地域で消火活動が
できるよう、小型動力ポンプ(Ｃ－１級)及び消防ホースなどを併せて整備しています。 
 
●耐震性貯水槽の現有数                    令和５年４月１日現在（基） 

 ４０㎥ １００㎥ 合計 

現有数 ２６４ ３５ ２９９ 

 
 

◆ 消防水利 



 

 １５ 

消 防 施 設 

 

 通信施設は、市民からの災害通報を最初に受信する施設であり、迅速確実な情報収集による出動

指令を行うとともに、消防救急デジタル無線システム、高機能消防指令システム等を駆使し、災害

の状況や災害現場での活動状況などを把握して消防活動を円滑に支援する中枢的役割を担当してい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 通信施設 

 高機能消防指令システム系統図   

GPS衛星 
スマートフォン 

(Bluetooth接続) 

タブレット端末 

車両運用端末装置 
(ＡＶＭ／ナビ) 

(小型端末/広報用) 

各車両等 

三者通話 

（通訳） 

 

災害情報 

防災行政無線（同報系） 

防災ラジオ 

関係機関 

 

 
警察 市役所関係（水道関係） 

電力会社 ガス会社 

愛知県高度情報通信ネットワーク 

緊急情報ネットワーク（Em-Net） 

消防指揮本部 
（災害対策室） 

固定電話 

公衆電話 

携帯電話 

Net119 

FAX119 

メール119 

（携帯・PC） 

 １１９番通報 
英語 中国語（北京語） 韓国語 タイ語 ベトナム語 

インドネシア語 ポルトガル語 スペイン語 フランス語  

ドイツ語 イタリア語 ロシア語 ネパール語  

タガログ語 マレー語 ミャンマー語 クメール語  

モンゴル語 シンハラ語 ヒンディー語 ベンガル語 

ベンガル語 

 多言語コールセンター 

無線受令機 
指令情報出力装置 

情報共有端末 
支援情報端末装置 

署所端末装置 表示盤 指令書プリンタ 

 
各署所 

 
市民案内 

 

21言語に対応 

【指令台 ６台】 

・支援情報端末 

・地図等検索装置 

・自動出動指定装置 

・手書きメモ 

・温度計 

・雨量計 

・風向風速計 

長時間録音装置 

高機能消防指令システム（指令室）  



消 防 設 備 

１６ 

  【消防救急デジタル無線ネットワーク】 

 

【基地局実装チャネル】 ○使用波 △予備波 - 保有なし                    令和５年４月１日現在 

 消防本部基地局 松平基地局 蚕霊山基地局 八幡山基地局 羽布基地局 篠原基地局 池田山基地局 立野基地局 

活動波１ｃｈ ○ - △ ○ ○ - - - 

活動波２ｃｈ △ - ○ - - - - ○ 

活動波３ｃｈ △ ○ △ - - ○ ○ - 

活動波４ｃｈ ○ - △ ○ ○ - - - 

活動波５ｃｈ △ - ○ - - - - ○ 

活動波６ｃｈ △ ○ △ - - ○ ○ - 

活動波７ｃｈ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

主 運 用 波 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

統制波１～３

ｃｈ 

○ - - - ○ - ○ ○ 

【無線局数】                                       令和５年４月１日現在 

 車載型移動局 

（５W） 

携帯型移動局 

（１W） 

卓上型移動局 

（５W） 

可搬型移動局 

（５W） 

署活動用無線局 

（400ＭＨｚ） 

） 消 防 本 部 
 

6 10 - 3 - 

北 消 防 署 13 14 1 1 36 

藤岡小原分署 4 4 1 - 20 

保 見 出 張 所 3 3 1 - 10 

力 石 出 張 所 3 3 1 - 10 

中 消 防 署 14 15 1 1 38 

東 分 署 4 4 1 - 18 

逢 妻 分 署 4 4 1 - 18 

松 平 出 張 所 3 3 1 - 10 

南 消 防 署 12 13 1 1 36 

西 分 署 4 4 1 - 18 

末 野 原 分 署 4 4 1 - 18 

高 岡 出 張 所 3 3 1 - 10 

足 助 消 防 署 12 13 1 1 26 

旭 出 張 所 4 4 1 - 14 

稲 武 出 張 所 4 4 1 - 14 

下 山 出 張 所 
 

4 4 1 - 14 

 

設置場所 

松平基地局 

       

三国山中継局 

       

羽布基地局 

       

八幡山基地局 

       

蚕霊山基地局 

       

立野基地局 

       

消防本部基地局 

       

篠原基地局 

       

面ノ木中継局 

       

豊田市役所基地局 

       

焙烙山中継局 

       

＊消防本部基地局⇔蚕霊山基地局は衛星回線有 

●  

―   

防災行政無線 

池田山基地局 

       

基地局名 

無線局種類 

有線（専用線） 

基地局・中継局 

ch 



腕用ポンプ 





 

 １７ 

火   災    

◆ 火災発生状況 

令和４年の出火件数は１０７件で、５人の死者と１５人の負傷者が発生し、４１世帯が「り災」

しました。また、これらの火災で焼損した財産等は、建物６２棟、建物焼損床面積２，６５６㎡、

林野焼損面積１６７ａ、車両２２台で、その損害額は１億９，６５１万４千円でした。 

 前年に比べて出火件数は６件、損害額は４，９１６万５千円減少しました。また、死者数は２

人増加しました。 

●火災発生状況 

区  分 令和４年（Ａ） 令和３年（Ｂ） 増減（C）：（Ａ）－（Ｂ） 

出火件数   （件） 107 113 △6 

建物火災 55 58 △3 

林野火災 5 2 3 

車両火災 9 7 2 

その他の火災 38 46 △8 

焼損棟数   （棟） 62 71 △9 

建物焼損床面積（㎡） 2,656 1,876 780 

建物焼損表面積（㎡） 699 272 427 

車両焼損数（台） 22 11 11 

林野焼損面積 （ａ） 167 50 117 

死者     （人） 5 3 2 

負傷者    （人） 15 12 3 

り災世帯数 （世帯）  41 41 0 

り災人員   （人）  71 109 △38 

出火率  （件/万人） 2.6 2.7 △0.1 

損害額   （千円）  196,514 245,679  △49,165 

建物火災 160,136 242,141 △82,005 

林野火災 18 4 14 

車両火災 35,875 2,499 33,376 

その他火災 485 1,035 △550 

主

な

出

火

原

因 

(件) 

こんろ 13 9 4 

たばこ 12 7 5 

たき火 11 10 1 

放火の疑い 11 8 3 

火入れ 5 8 △3 

放火 3 7 △4 

ストーブ 2 3 △1 

＊△は負数を表す 

＊出火率とは、人口１万人あたりの出火件数（人口は、該当年４月１日現在の住民基本台帳による。） 

＊令和５年４月１日現在の火災発生状況（調査結果により各数値が変わることがあります。） 



 

１８ 

 

火   災 

476,418 

230,506 

353,164 

134,061 

357,014 
432,835 

576,144 461,192 

245,679 
196,514 

0

200,000

400,000

600,000

平成25 平成26 平成27 平成28 平成29 平成30 令和1 令和2 令和3 令和4

◆ 出火件数及び損害額等                           

平成２５年から１０年間の出火件数の推移をみると、２３１件を記録した平成２５年から減少

傾向となっており、令和４年中の出火件数は１０７件で、前年に比べ６件（５．３％）減少し、過

去最少でした。 

 また、火災による死者数は前年より２人増加の５人でした。 

 火災による損害額は、前年より４，９１６万５千円減少の１億９，６５１万４千円でした。 
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10

平成25 平成26 平成27 平成28 平成29 平成30 令和1 令和2 令和3 令和4

（件） 

火災の件数の推移 

死者数の推移 

損害額の推移 

（千円） 

（人） 

（年） 

（年） 

（年） 



 

 １９ 

火   災    

北消防署 

37 件 34.6％ 

中消防署 

38 件 35.5％ 

南消防署 

27 件 25.2％ 

足助消防署 

5 件 4.7％ 

令和４年中の火災は、中消防署の管轄で多く発生しています。 

 

 

 
 

 

◆ 火災種別出火件数 

令和４年中の出火件数は、１０７件で、前年と比べ６件減少しました。 

火災種別でみると建物火災が５５件と前年（５８件）に比べ３件減少、林野火災が５件と前年

（２件）と比べ３件増加、車両火災が９件と前年（７件）に比べ２件増加、その他の火災が３８

件と前年（４６件）に比べ８件減少、航空機火災は発生しませんでした。 
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0 2 4 6 8 10 12 14 16 18

稲武出張所

下山出張所

旭出張所

足助消防署

高岡出張所

末野原分署

西分署

南消防署

松平出張所

逢妻分署

東分署

中消防署

力石出張所

保見出張所

藤岡小原分署

北消防署

◆ 署所別出火件数 

署所別出火件数 

火災種別出火件数 

合計 １０７件 

（件） 

（年） 

（件） 

94 81 81
54 67 60 66

45 58 55

30

10 8

12
8 9

13

3
2 5

23

18 19

16 8 18
15

19
7 9

84

84

44

49 49 43
43

51 46 38
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建物 林野 車両 航空機 その他

←航空機火災 １ 



 

２０ 

 

火   災 

 令和 4 年中の出火件数を四季別にみると、春季に多く火災が発生しており、損害額も春季に多

く２７．９％を占めている。 

 

●四季別出火件数 

年別 

季別 

令和４年 令和３年 

出火件数

（件) 
構成比 

損害額 

（千円） 
構成比 

出火件数

（件) 
構成比 

損害額 

（千円） 
構成比 

春季（3 月～5 月） 31 29.0% 54,846  27.9% 23 20.4% 35,722  14.5% 

夏季（6 月～8 月） 18 16.8% 41,932 21.3% 17 15.0% 26,226  10.7% 

秋季（9 月～11 月） 30 28.0% 49,292  25.1% 31 27.4% 40,119  16.3% 

冬季（12 月～2 月） 28 26.2% 50,444 25.7% 42 37.2% 143,612  58.5% 

合計 107 100.0% 196,514 100.0% 113 100.0% 245,679  100.0% 

四捨五入により、構成比欄の合計が各値の合計と一致しない場合がある。 

 

令和４年中の月別出火件数は、４月が最も多く１５件で、最も少ない月は５月で３件でした。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 四季別出火件数 

◆ 月別出火件数 

月別出火件数 合計 １０７件 

（件） 

（月） 

2

9

4

7

2

5

2
3

4

8

3

6
1

2

1

11

2

1

2

1

2

3

5

7

5

3

2

2

3

4

3 1

0

2

4

6

8

10

12

14

16

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

建物 林野 車両 その他
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火   災    

令和４年中の時間別出火件数は、１３時台に多く発生しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 時間別出火件数 

合計 １０７件 

時間別出火件数 時間別出火件数 

（件） 

1
0 0

2
1 1

3
2

8

5

3

9

4

11

5

8
7

5

7

5

3 3
2

3

9

0

2

4

6

8

10

12

0時 1時 2時 3時 4時 5時 6時 7時 8時 9時 10時 11時 12時 13時 14時 15時 16時 17時 18時 19時 20時 21時 22時 23時 不明



 

２２ 

 

火   災 

下のグラフと表は、出火原因別の出火件数と損害額を表したものです。 

令和４年中の出火件数１０７件のうち、こんろが１３件で最も多く、次いでたばこが１２件、

たき火及び放火の疑いが１１件の順となっています。 

主な出火原因別の損害額をみると、こんろが４５，０９３千円と最も多く、次いで配線器具２

９，３７２千円、たばこが２３，０７９千円の順となっています。 

 

 

 

 

四捨五入により、構成比欄の合計が各値の合計と一致しない場合がある。 

 

●主な出火原因別の火災による損害額 

原因分類名 損害額（千円） 原因分類名 損害額（千円） 

こんろ 45,093 ストーブ 286 

配線器具 29,372 衝突の火花 150 

たばこ 23,079 取灰 140 

放火の疑い 16,562 電気機器 17 

内燃機関 16,224 放火の疑い 16,562 

排気管 3,772 その他 19,004 

電灯・電話等の配線 1,637 不明・調査中 40,318 

放火 860   

◆ 出火原因別出火件数等 

こんろ, 13件, 12%

たばこ, 12件, 11%

たき火, 11件, 10%

放火の疑い, 11件, 

10%

配線器具, 5件, 5%

火入れ, 5件, 5%
放火, 3件, 3%ストーブ, 2件, 2%排気管, 2件, 2%

電気機器, 2件, 2%

電気装置, 2件, 2%

電灯・電話等の配線, 

2件, 2%

内燃機関, 2件, 2%

焼却炉, 1件, 1%

衝突の火花, 1件, 1%

取灰, 1件, 1%

不明・調査中, 12件, 

11%

その他, 20件, 19%

合計 １０７件 
出火原因別出火件数 
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火   災    

●建物火災の主な出火原因と経過 

建物火災の主な出火原因は、こんろが１３件と最も多く、次いでたばこが８件、配線器具が５

件、放火の疑いが４件となっています。 

主な経過又は発火源をみると、使用者の過失が出火原因となる火災が多くなっています。 

主な 

出火原因 
こんろ 13 たばこ 8 配線器具 5 放火の疑い 4 

主な経過 

又は 

発火源 

放置する、

忘れる 
6 

不適当なところ

に捨て置く 
5 

金属の接触部が過

熱する 
3 マッチ 2 

考え違いに

より使用を

誤る 

3 
火源が転倒落下

する 
2 スパークする 1 

その他のたば

ことマッチ 
1 

過熱する 1 
火源が動いて接

触する 
1 不明 1 不明 1 

意図なしに

スイッチが

入る 

1        

輻射を受け

て発火する 
1       

可燃物が動

いて火源に

触れる 

1       

＊４件以上のものを計上（不明・調査中及び３件以下は 31 件） 

 

●林野火災の主な出火原因と経過  

林野火災の出火原因は、たばこ、たき火及び放火の疑いが１件、その他が２件となっています。  

主な出火原因 たばこ 1 たき火 1 放火の疑い 1 

主な経過又は 

発火源 

不適当なところに

捨て置く 
1 火源が動いて接触する 1 不明 1 

＊その他、不明・調査中以外を計上 

 

●車両火災の主な出火原因と経過 

車両火災の出火原因は、排気管及び内燃機関が２件、衝突の火花が１件、その他が３件、不明・

調査中が１件となっています。 

主な出火原因 排気管 2 内燃機関 ２ 衝突の火花 1 

主な経過又は 

発火源 

過熱する 1 
機械の調整が適当で

ない 
1 火花が飛ぶ 1 

着火物が漏洩する 1 
構造不完全デザイン

不良 
1   

＊その他、不明・調査中以外を計上 

◆ 発火源別出火状況 

（件） 



２４ 

火   災   

22

19

28

166

2

259

413

471

24

287

406

567

13

7

148

595

3

4

2

10

15
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22

9

20

29

27

8

13

8

23

2

1

1

3

13

12

19

21

6

24

20

32

3

15

5

42
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下山出張所

稲武出張所

旭出張所

足助消防署

高岡出張所

末野原分署

西分署

南消防署

松平出張所

逢妻分署

東分署

中消防署

力石出張所

保見出張所

藤岡小原分署

北消防署

その他の出動 警戒出動 探索出動

21 11 19 19 14 19 15 7 25 31 24 3211 15 9 18 13 22
23 34

22 23
8

21

340
306 287 251 256

261 284 291 265 262
275

349

0

50

100
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200

250

300

350

400

450

500

1月 ２月 ３月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

警戒 探索 その他

◆ その他の出動件数

合計 ３，８８３ 件

署所別その他の出動件数 

月別その他の出動件数

警戒 ：危険物等の漏洩、流出その他の火災が発生するおそれのある場合の出動
探索 ：火災と認めることが困難な火煙の発生、住民の通報又は「豊田市遠隔移動システム等による火災通報装置の

取扱要綱」の受信による出動 
その他：火災、救急、救助や上記に掲げる出動以外

合計 ３，８８３件

北
消
防
署

中
消
防
署

南
消
防
署

足
助
消
防
署

1,451件

37.4％

1,291件

33.2％

880件 

22.7％

261件 

6.7％
(件) 



愛知医科大学病院ドクターヘリ連携訓練 





救急・救助 

２５ 

急病

14,812 件

70.9%

一般負傷

2,719 件

13.0%

交通事故

1,060 件

5.1%

その他

2,302 件

11.0%

20,893 

合計

件
急病

12,970 人

70.3%

一般負傷

2,449 人

13.3%

交通事故

976 人

5.3%

その他

2,058 人

11.1%

18,453 人

合計

 

当市では、救急需要に応えるため、全消防署所に高規格救急自動車を導入するとともに、

救急隊員及び救急救命士の養成を行い、より高度な救急業務が行える体制を構築しています。 

令和５年４月１日現在、１４６人の救急救命士のうち、アドレナリン投与の処置ができる

者１４５人、気管挿管の処置ができる者３９人、心肺機能停止前の輸液及び低血糖発作症例

に対するブドウ糖溶液の投与の処置ができる者１２７人が県の認定を受けて活動していま

す（資格の重複有）。 

また、救命率の向上のために、平成２９年度から次代を担う小中学生にも応急手当の受講

機会を拡大して、少年期から応急手当に慣れ親しむ環境作りを推進しています。 

救急車においては、傷病者の症状や状態を医師に的確に伝えるため、画像や映像などを市

内の４病院＊に送信することのできるアプリケーションを導入しています。このことで、病

院到着前に医師から適切な指示を得られることができます（＊豊田厚生病院、トヨタ記念病

院、豊田地域医療センター、足助病院の市内４病院）。 

さらに、豊田加茂医師会、豊田厚生病院、トヨタ記念病院と協定を結び、ドクターカー研

修を実施することで、救急と医療の連携強化を図り、安全で住みよいまちになるよう推進し

ています。 

 

◆ 救急出動件数・搬送人員 
 

令和４年中における救急出動件数は２０，８９３件で、１日平均約５７件でした。このう

ち、医療機関に搬送された人員は１８，４５３人で、市民約２３人に１人の割合で救急車を

利用したことになります。前年と比較し、出動件数が３，４９０件（約２０％）、搬送人員が

３，４０４人（約２３％）増加しました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●その他の内訳 

火災 自然災害 水難 労働災害 運動競技 加害 自損行為 その他

出動件数 60 1 11 183 111 35 178 1,723 2,302 件

搬送人員 12 2 3 180 109 25 121 1,606 2,058 人

合計

 

◆ 救急体制 

出動件数 搬送人員 



救急・救助 

２６ 

12,907 12,858 
11,286 11,816 

14,812 

1,431 1,338 1,051 1,023 1,060 

2,478 2,521 2,365 2,463 2,719 

2,446 2,445 2,019 2,101 2,302 

19,262 19,162 

16,721 17,403 

20,893 

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

20,000

22,000

平成３０年 令和元年 令和２年 令和３年 令和４年

急病 交通 一般負傷 その他 出動件数

20,893合計 件

（件）

18,008 

17,340 

16,405 

6,065 

3,581 

3,508 

478 

908 

515 

314 

456 

191 

44 

45 

34 

18,109 

0 2,000 4,000 6,000 8,000 10,000 12,000 14,000 16,000 18,000 20,000

血中酸素飽和度測定

血圧測定

心電図

保温

酸素吸入

聴診器による聴取

固定

被覆

気道確保

心肺蘇生

止血

静脈路確保

人工呼吸

在宅療法継続

除細動

その他

救急出動件数中、急病・交通・一般負傷を除く「その他」部分 

 

下のグラフは、救急事故種別件数の推移を表したものです。 

令和４年は、前年と比較して３，４９０件増加し、２０，８９３件でした。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆ 救急隊員応急処置実施項目 
 

下のグラフは、救急隊員が行った応急処置の内容を表したものです。 

傷病者の症状をより詳しく観察するため、血中酸素飽和度測定、血圧測定、心電図等が多

く行われています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 救急事故種別件数 

救急事故種別件数の推移 

応急処置実施項目 

 

(項目) (件) 



救急・救助 

２７ 

2,489 

713 

830 

418 

2,580 

1,938 

3,464 889 

8 

1,748 

1,837 

1,711 

1,224 

430 

190 

189 

235 

0 500 1,000 1,500 2,000 2,500 3,000 3,500 4,000

北消防署

藤岡小原分署

保見出張所

力石出張所

中消防署

東分署

逢妻分署

松平出張所

本部

南消防署

西分署

末野原分署

高岡出張所

足助消防署

旭出張所

稲武出張所

下山出張所

0 合計 件20,893
（件）

1,175 1,093 1,065 1,027 1,111 1,149
1,510 1,664

1,272 1,147 1,132
1,467

86
64 76 87

89 93
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79 113
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274
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189
258 249

291206

170 203 184 171 215
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209

0

500
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1,500

2,000

2,500

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

急病 交通 一般負傷 その他

1,741
1,523

1,763
1,545

2,1302,022

1,667
1,5751,506

2,079

1,6751,667

20,893合計 件(件)

 

下のグラフは、救急出動状況を署所別に分類したものです。 

人口分布の多い地域を管轄する中・南消防署で全体の７割以上を占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊本部隊の出動は、中消防署管内に含む。  

 

◆ 月別救急出動件数 
  

下のグラフは、救急出動状況を月別に比較したものです。 

月別の出動件数全体では、８月が最も多く、次いで１２月が多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 署所別救急出動件数 

署所別救急出動件数 

月別救急出動件数 

31.2%

1,044 件

5.0%

南

消

防

署
足

助

消

防

署

6,520 件

北

消

防

署

中

消

防

署

4,450 件

21.3%

8,879 件

42.5%



救急・救助 

２８ 

870 786 826

1,590

2,505

2,676

2,315

2,168 2,216
2,118

1,654

1,169

4.2% 3.8% 3.9% 7.6% 12.0% 12.8% 11.1% 10.4% 10.6% 10.1% 7.9% 5.6%

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

0～2 2～4 4～6 6～8 8～10 10～1212～1414～1616～1818～2020～2222～24

合計 件20,893

脳疾患 心疾患 消化系 呼吸系 精神系 感覚系 泌尿系 新生物 その他 不明確

合計 723 1,011 1,263 1,224 214 984 721 292 2,439 4,099

高齢者 587 847 861 991 51 529 433 231 1,440 2,253

成人 133 160 366 158 157 384 285 61 793 1,343

少年 3 3 18 19 6 45 3 101 139

乳幼児 1 18 56 26 101 358

新生児 4 6

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

合計 人12,970

 

下のグラフは、救急出動状況を時間別に表したものです。 

救急出動は、午前８時から正午までの時間帯に多く発生しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下のグラフは、急病で搬送した傷病者を年齢区分別及び疾病分類別に表したものです。 

呼吸系、消化系及び心疾患の傷病者の割合が全体の約２７％を占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 時間帯別救急出動件数 

◆ 年齢区分別疾病分類別搬送人員 

（件） 

（時） 

時間帯別救急出動件数 

年齢区分別疾病分類別搬送人員 

（人） 



救急・救助 

２９ 

0

2,000

4,000

6,000

死亡 重症 中等症 軽症

0 33 55 111
12 138 619

0 14 83

512

48
376

1,266

4,118

254 959

4,585
5,369

新生児 乳幼児 少年 成人 高齢者

合計18,453 

（人）

 

下のグラフは、搬送人員を年齢区分別及び傷病程度別に表したものです。 

死亡、重症、中等症及び軽症ともに、高齢者の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●講習実施状況  

種別          年度 実施数等 令和３年度 令和４年度 

救命入門コース 
回数 ３９９ ６２５ 

受講者数 １２，７１５ １７，６５４ 

普通救命講習（Ⅰ） 
回数 ８７ ６３１ 

受講者数 １，４７４ ６，３２２ 

普通救命講習（Ⅱ） 
回数 

  

受講者数 
  

普通救命講習（Ⅲ） 
回数 １５ １９ 

受講者数 ２９０ ４３２ 

上級救命講習 
回数 ３ ４ 

受講者数 ４６ ５５ 

応急手当普及員講習 
回数 ５ ８ 

受講者数 ８３ １１８ 

応急手当普及員再講習 
回数 １２ １０ 

受講者数 ２４６ １８９ 

合       計 
回数 ５２１ １，２９７ 

受講者数 １４，８５４ ２４，７７０ 

救 命 入 門 コ ー ス …心肺蘇生法、ＡＥＤ使用方法 

普通救命講習（Ⅰ）（Ⅱ） …心肺蘇生法（主に成人を対象）、ＡＥＤ使用方法、止血法 
＊普通救命講習（Ⅱ）は、一定の頻度で心停止者に対して応急の対応をすることが期待・想定される者を対象とする。 

普通救命講習（Ⅲ） …心肺蘇生法（主に小児、乳児、新生児を対象）､ＡＥＤ使用方法、止血法 

上 級 救 命 講 習 …心肺蘇生法、ＡＥＤ使用方法、止血法、傷病者管理法、外傷の手当要領、搬送法 

応急手当普及員講習 …救命に必要な基礎知識・医学、応急手当の指導要領 

応急手当普及員再講習 …応急手当に関する指導要領の再講習 

◆ 年齢区分別傷病程度別搬送人員 

◆ 応急手当普及指導講習実施回数 

年齢区分別傷病程度別搬送人員 



救急・救助 

３０ 

279
307 302 267 277

118
155

233

130 122

0

200

400

平成３０年 令和元年 令和２年 令和３年 令和４年

出動件数

救助人員

その他, 160 件, 

58%

交通, 50 件, 18%

水難, 8 件, 3%

火災, 8 件, 3%

建物, 45 件, 

16%
機械, 6 件, 2%

 

当市の救助隊は、法的に設置が義務付けられる以前の昭和５４年に特別消防隊として設置

され、徐々に装備の充実を図りながら多くの救助活動を実施してきました。 

現在は、中消防署（Ⅲ型）並びに北消防署、南消防署及び足助消防署（Ⅱ型各１台）の４

署に救助工作車を配置し、救助隊を編成しています。また、中消防署については、大規模災

害や特殊な事故に対応するため、平成２１年４月１日から高度救助隊（ＳＲＴ：スーパーレ

スキュー豊田）を編成して運用しています。 

 

◆ 緊急消防援助隊 
 

平成７年１月１７日に発生した「阪神・淡路大震災」を教訓とし、全国の消防機関相互の

迅速な応援救助体制の確立を目的に、国内で発生した地震などの大規模災害に対処するため、

平成７年６月に「緊急消防援助隊」が発足しました。 

当市は、令和５年 4 月 1 日現在で愛知県大隊指揮隊１隊、消火小隊７隊、救助小隊２隊、

特殊災害小隊１隊、救急小隊５隊、後方支援小隊１隊、特殊装備小隊１隊の計１８隊を登録

しています。 

過去の災害では、平成２３年３月１１日に発生した東日本大震災をはじめ、平成２６年９

月２７日に発生した御嶽山噴火災害や平成３０年６月２８日以降の豪雨の影響による平成

３０年 7 月豪雨災害、令和３年７月３日に発生した静岡県熱海市土石流災害に派遣出動し、

要救助者の救出や行方不明者の捜索などを行いました。 

 

◆ 救助出動状況 
 

令和４年中の救助出動件数は、２７７件で、うち１２６件の救助活動を行い、１２２人を

救助しました。災害別の出動件数は、交通事故が５０件で全体の約１８％を占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 救助体制 

災害別救助出動状況 

救助出動状況の推移 

合計 ２７７件 



防火・防災体験ツアー  
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火災予防対策    

 

◆ 火災予防 

消防の任務には、消火・救急・救助のほか、市民及び事業者が、自ら生命及び財産を守るため

の予防活動を実践できるように、防火・防災思想を普及啓発することも含まれます。当市では、

防火に関するイベントやマスメディアを活用した住宅防火対策のＰＲ、事業所における自主防火

管理を目的とした防火・防災管理者の育成指導、地震による被害を軽減するための防災指導など

を行い、「災害に強いまちづくり」を目指しています。 

 

◆ 住宅防火対策 

住宅防火対策では火災の発生状況を分析し、火災件数と火災に伴う被害の低減に向けた施策を

推進することが重要です。当市では、住宅火災を減らし、火災による死者を無くすため、住宅用

火災警報器をはじめとした住宅用防災機器の設置促進、高齢者宅の訪問指導及び放火火災防止の

広報等を防火危険物安全協会等の関係団体と協力して行っています。 

 

◆ 広報活動 

市民が火災予防に関する知識を深め、火災が発生した場合の対応を誰もが行うことができるよ

うに、秋・春の火災予防運動をはじめ、イベント、講座、マスメディア等を活用した防火ＰＲ等

の幅広い広報活動を行っています。 

「東日本大震災」の教訓から、幼少期を対象とした各種イベント及び講座を開催し、いざと

いう時、子どもたちが自発的、主体的に判断し、行動できる力を養うための防火広報に力を入

れています。 

 

●令和４年度の主な行事・講座等実施状況 

実 施 日 イ ベ ン ト 名 場  所 参加人員 

５月１日～ 

５月３１日 
５月企画展 防災学習センター １，３５９人 

７月２３日 少年消防クラブ 防火防災体験ツアー 藤岡南中学校 ５９人 

８月１０日 少年消防クラブ 消防学校一日入校 愛知県消防学校 １６人 

１０月２２日 第２７回消防こども写生大会 消防本部・中消防署 ５００人 

１１月６日 一日消防長委嘱式・街頭防火宣伝 参合館前広場 ７００人 

１１月 1日～ 

１１月３０日 
オータムフェア 防災学習センター  １，４９６人 

１0月１日～

１月１５日 
ＷＥＢ版とよた消防フェスタ WEB上  ７４７人 

１月７日 リアル版とよた消防フェスタ 豊田スタジアム ４，５００人 

３月１日～ 

３月３１日 
スプリングフェスタ 防災学習センター  ９３４人 
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火災予防対策    

●令和４年度のマスメディアを利用したＰＲ状況 

報 道 機 関 項 目 

広 報 と よ た 

・消防ふれあいコンサート 

・消防こども写生大会 

・令和 5年度消防音楽隊市民演奏者募集 

・火災予防啓発コンサート in とよしば 

・消防出初・観閲式に参加する「こども消防士」募集 

・ＷＥＢ版＆リアル版とよた消防フェスタ 

・火災予防運動 

・令和 5年度防災指導車「防サイ君」等の申込みについて 

新 聞 報 道 

・消防ふれあいコンサート 

・高校生消防クラブが消防士体験に参加 

・一日消防長委嘱式・街頭防火宣伝 

・猿投農林高校写真部と連携しオリジナルカレンダーを販売 

・ＷＥＢ版＆リアル版とよた消防フェスタ 

・豊田市消防設備士会と「住宅用火災警報器等のあっせん事業に

関する協定」を締結 

ラ ジ オ  

・豊野高校演劇部と連携し防災学習センター紹介動画を制作 

・令和 4年度少年消防クラブ防火作品展 

・WEB 版＆リアル版とよた消防フェスタ 

・令和 4年火災速報 

Ｔ Ｖ 等 

（ケーブルテレビ含む） 

・着衣泳講習会 

・一日消防長委嘱式・街頭防火宣伝 

・火災予防啓発コンサート in とよしば 

・WEB 版＆リアル版とよた消防フェスタ 
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火災予防対策    

◆ 防火管理者 

工場、百貨店、病院等の多数の人が出入りする事業所の管理について権原を有する者（以下、

「管理権原者」という。）は防火管理者を選任し、火災の発生の防止と火災が発生した場合の被害

の抑制を目的とした防火管理体制の充実を図る必要があります。 

 防火管理者は、管理権原者の指示を受けて消防計画を作成します。消防計画は当該事業所にお

ける防火管理業務の基本方針となるため、内容には自衛消防隊の編成、従業員をはじめとする関

係者への教育や訓練の指導方法等、実効性が必要とされます。 
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火災予防対策    

◆ 自衛消防訓練 
「自分の職場は自分で守る」自主防火管理の基本精神では、火災等の災害が発生した場合、そ

の被害を最小限に抑えるために、消防計画によって編成された自衛消防の組織が、消火、避難誘

導、通報、救護といった自衛消防活動を迅速・円滑に行う必要があります。 

 災害の初期段階における対応は、被害を最小限にするために大変重要です。自衛消防の組織は

どのような状況下でも、人員と資機材を有効に活用した組織的な対応ができるように、防火管理

者を中心として繰り返し教育・訓練を実施しなければなりません。 

当市では、防火管理者及び事業者の要望に応じて、消防訓練の指導を実施しています。自衛消

防訓練を客観的に見て、どのようにすれば災害発生時に効果的な組織活動が行えるか、検証を行

っています。 

 

東海地震、南海トラフ地震や首都直下地震発生の切迫性が指摘されており、大規模地震に対す

る災害対応力の強化を図ることが重要な課題となっています。大規模・高層建築物等における地

震等の災害による被害の軽減を図るため、自衛消防組織の設置と防災管理者を選任する制度があ

ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 防災管理者 
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火災予防対策    

消防こども写生大会（於：消防本部） 
 

 

 

 

とよた消防フェスタ はしご車試乗会（於：中消防署） 
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火災予防対策    

◆ 防災学習センター 

火災又は地震を始めとする災害の未然防止及び災害による被害を軽減するために、市民

防災教育の場として平成６年から消防本部１階に防災学習センターを併設しています。  

「５つのトライと６つのスタディで防災力を身につけよう！」と題して楽しみながら防

災知識を習得し、市民等への防災意識の高揚を図ることを目的に運用しています。  
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ﾄﾗｲ 2 地震体験コーナー 

ﾄﾗｲ 1 暴風体験コーナー 

ﾄﾗｲ 4 煙脱出体験コーナー 

ﾄﾗｲ 3 消火体験コーナー 

ﾄﾗｲ 5 119 通報体験コーナー 

ｽﾀﾃﾞｨ 4 防災コミュニケーションステージ  

ｽﾀﾃﾞｨ 5 ハザードマップ  

 ｽﾀﾃﾞｨ 6 防火防災クイズ  

ｽﾀﾃﾞｨ 2 防災ハンズオン  

ｽﾀﾃﾞｨ 3 室内の地震対策コーナー 

 

ｽﾀﾃﾞｨ 1 ガイダンス映像  

(人) 

総来館者数 623,412 人 

（令和５年 4 月 1 日現在） 

防災学習センター来館者の推移 
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火災予防対策    

●各コーナーの紹介 

                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ハザードマップ 

防火防災クイズ 

とよた i マップから豊田市内の土砂 
災害情報、震度分布図などの防災に
関する情報をご覧いただけます。 
南海トラフ地震を想定した
VR 体験ができます。 

パソコンで防災ノウハウがどれだけ
身についたか、楽しいクイズで学習
ができます。結果は、成績の記載さ
れた終了証をダウンロードできます。 

備蓄品や非常持出品、防災パ
ンフレット、ハザードマップ
などの実物資料の展示閲覧
や災害避難情報の種類、自主
防災組織について紹介して
います。 

地震による家具などの転倒
や移動、ガラスの飛散を防ぐ
グッズを紹介しています。 

触って、試して、よくわかる
実験模型を使って、建物の耐
震や震度のマグニチュード
の違いなどが楽しく理解で
きます。 

はたらく消防 
～市民の安全を守る～ 

 
豊田市消防本部の仕事をわ
かりやすく紹介します。 

 

街中に吹き荒れる暴風
の恐ろしさを体験でき

ます。台風のメカニズ
ムや避難行動の種類や
ポイントが学べます。

疑似雨体験も見物で
す。  

学校・自宅・事務所、３場

面の大型 CG 映像と連動

するリアルな地震が体験

できます。対処方法やメカ

ニズムを学び、被災再現シ

ーンで家具倒壊の怖さに

気付きます。  

臨場感たっぷりの大型
映像と消火器・消火栓を
使って、ストーブ・天ぷ

ら油・タバコが原因で起
きる火災の消火体験が
できます。消火の方法や

ポイントが学べます。  

煙の怖さや上手な避難の

ポイントが学べます。火
災で停電したデパートと
深夜の住宅火災を想定し

た音響・照明演出でリア
ルな脱出体験ができま
す。  

 

携帯電話、公衆電話、家

庭電話での通報のポイン

トが学べます。火災・交

通事故・水難事故、３つ

の再現映像で臨場感のあ

る体験ができます。  
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◆ 防火対象物数
消防は、防火対象物＊に関する火災予防上の実態を具体的に把握し、それを基に災害の未然防止及
び被害の軽減を図ります。そのため、定期的に防火対象物を立入検査し、避難経路又は消防用設備等
の消防法令への適合状況を把握し、当該防火対象物の関係者に対して違反の是正又は防火に関する指
導を行っています。
防火対象物は年々増加するとともに、建物も大規模化及び高層化し、用途及び構造も複雑になって
います。当市では、防火対象物を査察対象物＊（第１種から第３種）とその他の防火対象物に分類し、
その規模及び危険性等に応じて立入検査を実施しています。
＊防火対象物・・・建築物その他の工作物又はこれらに属するもの等 
＊査察対象物・・・防火対象物のうち計画的に査察を実施するものとして、消防長が別に定めるもの

●消防署別防火対象物数 令和 5年４月１日現在（棟）
       消防署別 
 区分 

北消防署 中消防署 南消防署 足助消防署 合計 

第１種査察対象物 231 362 227 114 934 
第２種査察対象物 753 633 1,475 113 2,974 
第３種査察対象物 1,478 1,987 1,926 355 5,746 
その他の防火対象物 1,541 2,058 2,124 334 6,057 

計 4,003 5,040 5,752 916 15,711 

１．第１種査察対象物とは、特定防火対象物（百貨店、旅館、病院等の多数の者が出入するもの）で延べ面積 1,000 ㎡ 
以上のもの、前記以外の防火対象物定期点検報告対象物及び表示制度対象物

２．第２種査察対象物とは、上記１以外の防火対象物で延べ面積 700 ㎡以上のもの（共同住宅、学校等を除く）
３．第３種査察対象物とは、上記１、２以外の防火対象物で防火管理者の選任義務又は自動火災報知設備等の設置義務
  があるもの等 

◆ 消防用設備等の点検報告制度
消防用設備等は、いついかなる場合に火災が発生しても確実に作動するよう、日ごろの維持管理が
十分に実施されていることが大切です。消防法では、防火対象物の関係者に対し、消防用設備等の定
期的な点検だけでなく不備事項の整備を含め、適正な維持管理を行うことを義務付けています。
また、火災が発生した場合に人命に危険を及ぼす確率が高いものを特定防火対象物とし、それ以外
の防火対象物と区分して消防本部へ報告する期間を定めています。 
消防用設備等の点検を知識、技術の未熟な者が実施すると、効果が期待できないだけでなく、機能
の低下が生じる可能性があります。そこで一定規模以上の防火対象物については、消防設備士又は消
防設備点検資格者による点検が必要とされており、その他の防火対象物についても、これに準じて点
検を行うよう指導しています。



火災予防対策 
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◆ 防火対象物定期点検報告制度
この制度は、火災危険度が高い一定の用途、規模の防火対象物について、防火管理者の選任や消防
計画の作成、避難施設や消防用設備等の維持管理等、防火管理の状況を毎年１回防火対象物点検資格
者＊に点検させ、その結果を消防機関に報告するものです。
点検の結果、防火対象物が点検基準に適合している場合には、その 
旨の表示をすることができます。 
当市においても、市民が安心して防火対象物を利用できるように、
関係者に対し、制度の理解と普及を呼びかけるとともに、適切な防火
管理体制の構築を指導しています。

＊防火対象物点検資格者・・・火災予防に関する専門知識を有し、必要な講習等を修了した者

◆ 防災管理点検報告制度
東海地震、南海トラフ地震や首都直下地震等の大規模災害時には、
火災と異なる対応が必要となるとともに、同時多発的に火災や建物
倒壊からの救出事案が発生すると考えられることから、事業所にお
ける自助体制の確立が必要不可欠となります。
近年では多数の人が利用する大規模・高層化された防火対象物が
増加しており、このような防火対象物では、地震等の災害時におけ
る消火活動、通報連絡、避難誘導、救出・救護について、より高度
で複雑な対応が必要となります。また、これらを想定した訓練、転

倒防止及び備蓄品の管理など、適切な対策が施されていない
場合の消防防災上のリスクは極めて大きいと考えられます。 
この制度は、避難施設の維持管理、棚及び什器の転倒防止
措置、地震等の災害発生時にその被害を軽減させるため措置
がとられているか等、大規模建築物等に選任が義務付けられ
た防災管理者を中心に行われる防災管理業務の状況を、毎年
１回防災管理点検資格者＊に点検させ、その結果を消防機関

に報告するものです。防災管理点検も防火対象物点検と同様に、防火対象物が点検基準に適合してい
る場合には、その旨の表示をすることができます。 
先述の防火対象物定期点検報告と防災管理点検報告は異なるものであり、対象となる建物の基準が
違うため、両方実施しなくてはならない対象物もあります。 

＊防災管理点検資格者・・・防災管理に関する専門知識を有し、必要な講習等を修了した者
●防火対象物点検又は防災管理点検報告を要する事業所数 

防火対象物点検 防災管理点検

２６５ ４３ 
＊1の防火対象物に複数の管理権原者がいる場合は、管理権原者ごとに点検・報告する必要があります。



火災予防対策 

４０

◆ 消防同意・消防用設備等の検査件数
消防法の規定により建築物の新築、増築、改築等を行う場合には、申請時に消防機関の同意が必
要とされています。 
また、防火対象物のうち一定の規模以上のものに対して、消防用設備等を設置する際の消防検査
を義務付け、消防法令を遵守することを規定しています。

●消防同意 令和５年３月３１日現在 

区 分  新 築 増 築 改 築 移 転
用 途
変 更

修 繕 模様替 その他 合 計 

件数 430 124   3   27 584 

●消防用設備等の検査 令和５年３月３１日現在 

区      分 件 数 区      分 件 数 

消

火

設

備

消 火 器 168 警 報 
設 備 

火 災 報 知 設 備 17 

屋 内 消 火 栓 設 備 34 非 常 警 報 設 備 79 

ス プ リ ン ク ラ ー 設 備 52 避 難 
設 備 

避 難 器 具 51 

水 噴 霧 消 火 設 備  誘 導 灯 310 

泡 消 火 設 備 2 

そ

の

他

消 防 用 水 5 

不 活 性 ガ ス 消 火 設 備 4 排 煙 設 備

ハ ロ ゲ ン 化物消火設備  連 結 散 水 設 備

粉 末 消 火 設 備 24 連 結 送 水 管 10 

屋 外 消 火 栓 設 備 16 非 常 コ ン セ ン ト 設 備 4 

動 力 消 防 ポ ン プ 設 備 14 無 線 通 信 補 助 設 備

警 報
設 備 

自 動 火 災 報 知 設 備 448 令 ２ ９ 条 の ４ 30 

ガ ス漏れ火災警報設備 1 採 水 口 1 

漏 電 火 災 警 報 器 2 

合  計 1,272 
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◆ 危険物施設設置数
近年、危険物の使用は多種多様化し、事業所等で幅広く利用されるとともに、私たちの生活に
も深く浸透しています。危険物施設における事故は、一旦発生すれば甚大な被害をもたらす恐れ
があり、その安全確保の重要性は益々増大しています。 
当市は、自動車関連を基盤として発展した産業に関係する危険物施設が多く、一般取扱所、給
油取扱所、屋内貯蔵所の順となっています。 
こうした危険物施設に対して、許認可審査、完成検査、立入検査等を通じて、危険物施設等の
安全管理指導を行い、安全で安心な市民生活の確保を目指しています。

●危険物施設設置状況 令和５年３月３１日現在（施設） 
区分 

管轄署所

製
造
所

屋
内
貯
蔵
所

屋
外
タ
ン
ク

貯
蔵
所

屋
内
タ
ン
ク

貯
蔵
所

地
下
タ
ン
ク

貯
蔵
所

簡
易
タ
ン
ク

貯
蔵
所

移
動
タ
ン
ク

貯
蔵
所

屋
外
貯
蔵
所

給
油
取
扱
所

販
売
取
扱
所

一
般
取
扱
所

合

計

北消防署  16 2 5 19  10  21 1 14 88 

藤岡小原分署 6 31 56 14 19  12 4 18  32 192 

保見出張所  10 13 4 4 1 9  14  5 60 

力石出張所 1 11 4  4 1 7 2 18  11 59 

中消防署  27 8 7 38  1 4 20  51 156 

東分署  5 2 2 7  5  7 1 1 30 

逢妻分署  9   2  2 1 8  9 31 

松平出張所  2   5  4  2  2 15 

南消防署  12 8 20 21 1 6 3 24  25 120 

西分署  35 14 2 16  11 4 28  34 144 

末野原分署 3 7 12 1 4  6  14  6 53 

高岡出張所 1 33 21 24 17 2 11 8 39  52 208 

足助消防署  3 3 2 5  6  7  1 27 

旭出張所   1 1 7  1  4   14 

稲武出張所  2 1 3 4  1  8   19 

下山出張所  6   3 2 3  7  1 22 

合   計 11 209 145 85 175 7 95 26 239 2 244 1,238
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◆ 圧縮アセチレンガス等の設置状況
令和5年３月３１日現在（件）

圧縮アセチレンガス等 

圧
縮
ア
セ
チ
レ
ン
ガ
ス

無

水

硫

酸

液

化

石

油

ガ

ス

生

石

灰

毒

物

劇

物

87 ８ 3,858 12 30 64 

◆ 指定可燃物等及び少量危険物の設置状況
令和５年３月３１日現在（件）

指定可燃物等 少量危険物

可

燃

性

固

体

類

可

燃

性

液

体

類

合

成

樹

脂

類

再

生

資

源

燃

料

そ

の

他

移

動

タ

ン

ク

15 121 161 4 113 2,382 216 

◆ 製造所等に対する立入検査の状況
施設数：令和５年３月３１日現在 実施数：令和４年度実施数

製

造

所

等

の

別

合

計

製

造

所

貯蔵所 取扱所 

小

計

屋

内

屋

外

タ

ン

ク

屋

内

タ

ン

ク

地

下

タ

ン

ク

簡

易

タ

ン

ク

移

動

タ

ン

ク

屋

外

小

計

給

油

第

一

種

販

売

第

二

種

販

売

移

送

一

般

施設数 1,238 11 742 209 145 85 175 7 95 26 485 239 2   244

実施数 487 0 284 99 50 24 93 5 7 6 203 110 1   92



文化財保護訓練  
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災 害 対 策    

◆ 防災 

「東日本大震災」や「熊本地震」等、近年発生した大規模災害を教訓に海洋型大地震、

内陸直下型激甚大地震を含めた各種の対策を進めています。 

 大規模地震等が発生した際には、防災関係機関の防災活動だけでは困難が予想されます。

被害を最小限に食い止めるために市域内の公共的団体等の防災に関する組織及び住民の隣

保協同の精神に基づく自発的な防災組織の充実を図っています。 

◆ 自主防災組織数 

大規模地震等の災害が発生した場合、災害から生命や財産を守るためには、地域住民が

団結し、自助、互助の精神を発揮して助け合うことが不可欠であり、各自主防災会が自発

的努力に基づき組織的に行動することが大切です。 

 こうしたことから、主に自治区を単位として、地元住民による自主防災組織が編成され

ています。 

●自主防災会数等                       令和５年４月１日現在 

自主防災会数 総自治区数 自主防災会結成済自治区数 組織率（％） 

３２２ ２９８ ２９８ １００ 

 

◆ 水防倉庫 

 豊田市水防計画に基づき、予測できない大雨による堤防の決壊や土石流を考慮し、水防

倉庫（１９か所）を設置して資機材を備蓄しています。 

●水防倉庫 

年度 

 

名       称 水防用土砂置場 

昭和５４年度 千足 無 

昭和５９年度 室 無 

昭和６３年度 日之出 無 

平成 ２年度 梅坪 有 

平成１３年度 逢妻 有 

平成１４年度 北・矢作川豊田防災ステーション 有 

平成１５年度 南 有 

平成１６年度 松平 有 

平成１７年度 末野原 有 

平成１８年度 東 有 

平成１９年度 藤岡 有 

平成２０年度 下山 有 

平成２４年度 高岡・稲武 有 

平成２８年度 旭 有 

平成２９年度 足助 有 

令和 ２年度 小原 有 

令和 ４年度 西 有 
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●水防倉庫の配置図 
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災 害 対 策

◆ 応援協定

市町村は、当該市町村の区域内で発生した災害に対し、自らその責を果たさなければなりませんが、
 災等の災害が市町村の境界付近で発 した場合や地震、  害、林野 災等のようにその災害が
 規模で広域に及ぶ場合には、個々の市町村の消防 のみでは 分な対応ができないおそれがありま
す。 
このような場合には市域を越えて消防 の運 を図る必要があり、近隣市町村等との間で資機材の

提供及び人員の派遣の協定を結び、万一に備えています。 
●近隣市町村等との各種応援協定

応 援 協 定 名 
協 定 締 結 消 防 機 関 名 
協 定 締 結 団 体 締 結 年 月 

愛 知 県 内 広 域 
消 防 相 互 応 援 協 定 

愛知県内２５市３町７組合１本部１連合 
＊協定締結団体は、締結当時です。 

平成１５年４ 

愛知県下 速道路にお 
ける消防相互応援協定 

１９市１町４組合１連合 平成３０年７月 

 三 河 地 区 
消 防 相 互 応 援 協 定

岡崎市、碧南市、刈谷市、豊田市、安城市、
 尾市、知 市、 浜市、幡豆郡一色町、
吉良町、幡 町、額田郡幸田町、三好町、
尾三消防本部、幡豆郡消防組合、衣浦東部
広域連合 
＊協定締結団体は、締結当時です。 

平成１９年４ 

愛知県防災ヘリコプター支
援協定 

豊田市、愛知県 平成１９年８月 

豊 田 市 ・ 土 岐 市 
消 防 相 互 応 援 協 定 

豊田市、土岐市 平成１０年９ 

豊  市 ・ 瑞 浪 市 
消 防 相 互 応 援 協 定 

豊 市、瑞浪市 平成１０年９ 

消防・防災に関する応援
協定 

豊 市、トヨタ 動 株式会社 平成１３年１０ 

 浦豊 道路における消
防相互応援協定 

豊田市、衣浦東部広域連合 平成１６年４ 

豊田市・恵那市消防本
部消防相互応援協定 

豊田市、恵那市 平成１７年４ 

豊田市・南信州広域連
合消防本部消防相互応
援協定 

豊田市、南信州広域連合 平成１７年４ 
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災 害 対 策 

◆ 消防用ドローンの活用状況

災害出動 災害対応訓練
活用回数 ２４回 ７４回

林野火災8件、建物火災５件、その他火災４件、水難救助６件、山岳救助１件
飛行日数／累計
運行時間

１０１日 ／ ５５時間６分 

◆ ヘリポートの設置

広大な面積を有する当市は、大規模災害が発生した時には道路等が分断されて孤立す
る地域の発生が懸念されます。そのため、ヘリコプターを活用できる２４時間対応型ヘ
リポート６か所、昼間対応型ヘリポート２か所を整備し、迅速に重症傷病者の医療機関
への収容や救援物資の搬送ができる体制を構築しています。 

地区名 名称 所在地 種別 自衛隊ヘリ
使用承諾※ 運用開始年月

足助地区 足助消防署ヘリポート 桑田和町中貝戸 6 
24 時間
対応型

 平成 20年 4月 

小原地区 緑の公園ヘリポート 市場町陣出 875 
24 時間
対応型

〇 平成 21年 1月 

藤岡地区 藤岡地区ヘリポート 深見町岩花 1067-1
24 時間
対応型

〇 平成 21年 3月 

豊田地区 
矢作川豊田防災ステー
ションヘリポート

森町 1-90 
24 時間
対応型

〇 平成 21年 4月 

下山地区 下山地区ヘリポート 大沼町八沢 118-1 
24 時間
対応型

 平成 23年 11月 

稲武地区 稲武出張所ヘリポート 
稲武町宮ノヒラ
8-13

24 時間
対応型

 平成 25年８月

旭地区 旭中学校ヘリポート 杉本町羽根 1-1 
昼間 
対応型

 平成 27年 4月 

豊田地区 消防本部ヘリポート 長興寺 5-17-1 
昼間 
対応型

 平成 30年 4月 

※自衛隊からの依頼を受け、豊田市が使用を承諾しているヘリポートです。自衛隊が事
前に大型ヘリ等の離発着が可能かを調査しています。
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災 害 対 策

●ヘリポート配置図 
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第６回緊急消防援助隊全国合同訓練

（静岡県）

消防用ドローン

（愛称：４X）



第１回豊田市消防団警防技術大会 
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消 防 団   

◆ 豊田市消防団組織図

豊田市消防団は、各地区を単位として、１０方面隊・４３分団・１１７部で編成されています。
団員数は、令和５年４月１日現在、団長以下１，８９４人（うち女性３７人）となっています。 
消防団は、火災･風水害等の際の活動を始めとして、地域住民に対する防災意識の普及等を行
い、安全な地域づくりの一端を担っています。



５０ 

消 防 団  

◆ 消防団格納庫

● 消防団格納庫の面積等 

方
面
隊
分
団 班  建築面積

（㎡） 
延べ面積
（㎡） 

方
面
隊
分
団 班  建築面積

（㎡） 
延べ面積
（㎡） 

第
１
方
面
隊

第
１
分
団

元 城 78.00 78.00

第
２
方
面
隊

第
２
分
団

扶 桑 50.82 50.82

竹 生 70.00 116.00 平 井 34.39 34.39

平 芝 52.80 52.80 百 々 21.37 41.24

梅 坪 50.82 50.82 岩 滝 39.75 74.54

第
２
分
団

樹 木 44.40 44.40 池 田 50.82 50.82

小 坂 39.75 74.54 矢 並 29.63 55.67

下 市 場 29.83 57.50 山 中 9.45 9.45

金 谷 50.82 50.82
第
３
分
団

野 見 29.46 54.66

長 興 寺 29.46 54.66 広 川 52.80 52.80

第
３
分
団

宮 口 39.75 74.54 古 瀬 間 76.19 76.19

宮 上 52.50 52.50 大 見 29.46 54.66

宮 42.23 42.23
第
４
分
団

九 久 平 32.55 59.20

本 新 50.82 50.82 幸 海 39.75 74.54

千 足 52.80 52.80 穂 積 25.92 25.92

深 田 40.07 75.39 岩 倉 46.84 46.84

本 地 52.50 52.50 桂 野 88.83 88.83

第
４
分
団

今 52.20 52.20

第
５
分
団

林 添 29.62 55.66

前 山 37.64 37.64 滝 脇 42.15 42.15

渡 合 22.68 22.68 長 沢 21.13 21.13

室 23.49 23.49 豊 松 52.95 52.95

第
２
方
面
隊

第
１
分
団

高 橋 37.00 74.00 松 平 9.45 9.45

上 野 40.07 74.47 坂上(仁王) 36.40 72.80

市 木 45.36 45.36 坂上(日明) 24.70 24.70

石 楠 21.28 21.28
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消 防 団   

方
面
隊

分
団 班  建築面積

（㎡） 
延べ面積
（㎡） 

方
面
隊

分
団 班  建築面積

（㎡） 
延べ面積
（㎡） 

第
３
方
面
隊

第
１
分
団

鴛 鴨 52.50 52.50

第
４
方
面
隊

第
１
分
団

東 保 見 50.80 50.80

大 林 40.07 74.52 田 籾 40.07 75.39

渡 刈 40.07 75.39 貝 津 76.68 76.68

豊 栄 39.75 74.54 伊 保 40.07 74.47

永 覚 51.60 51.60

第
２
分
団

猿 投 29.63 55.67

第
２
分
団

上 郷 66.24 66.24 加 納 45.50 45.50

畝部東(中切) 41.59 41.59 亀 首 40.00 73.00

桝 塚 東 31.73 31.73 舞 木 50.80 50.80

配 津 45.00 45.00 乙 部 39.75 74.54

福 受 40.07 74.47
第
３
分
団

四 郷 39.75 79.50

和 会 52.20 52.20 御 船 52.80 52.80

第
３
分
団

土 橋 39.75 74.54 越 戸 40.04 74.52

本 53.70 53.70 花 本 40.06 75.37

中 43.15 43.15 西 広 瀬 29.60 55.60

第
４
分
団

若 林 26.04 53.51

第
４
分
団

東 広 瀬 40.07 74.47

中 根 27.47 27.47 小 峯 52.20 52.20

花 園 40.07 73.02 力 石 50.82 50.82

第
５
分
団

堤 40.06 75.37 藤 沢 30.00 43.50

上 丘 50.82 50.82 富 田 24.30 24.30

西 岡 52.80 52.80 寺 下 73.76 73.76

前 林 67.17 67.17 成 合 12.60 12.60

駒 場 57.60 57.60 中 金 52.80 52.80

中 田 50.82 50.82 芳 友 50.82 50.82

第
４
方
面
隊

第
１
分
団

八 草 51.90 51.90 野 口 41.54 41.54

広 幡 46.08 46.08 中 切 25.92 25.92

大 畑 38.30 69.56

篠 原 40.07 75.39

保 見 50.82 50.82
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消 防 団  

方
面
隊

分
団 班 

建築面積
（㎡） 

延べ面積
（㎡） 

方
面
隊

分
団 班 

建築面積
（㎡） 

延べ面積
（㎡） 

第
５
方
面
隊

第
１
分
団

木 瀬 98.25 98.25

第
７
方
面
隊

第
１
分
団

足助(田町) 93.00 93.00

藤岡飯野 88.44 88.44 山 谷 57.00 57.00

第
２
分
団

西 中 山 39.74 74.52 第
２
分
団

足助(宮平) 40.07 74.37

深 見 26.88 26.88 葛 沢 28.00 28.00

第
３
分
団

御 作 94.70 122.80
第
３
分
団

近 岡 86.00 172.00

上 川 口 65.00 98.90 国 谷 76.19 76.19

第
４
分
団

三 箇 98.64 98.64 第
４
分
団

則 定 52.65 52.65

折 平 40.07 74.37 上 佐 切 32.76 65.52

白 川 85.80 92.50
第
５
分
団

竜 岡 50.00 50.00

第
６
方
面
隊

第
１
分
団

大 平 40.07 74.52 明 川 40.47 74.87

乙 ヶ 林 76.19 76.19 五 反 田 16.00 16.00

北 篠 平 28.80 28.80 大 多 賀 31.00 31.00

第
２
分
団

上 仁 木 54.45 54.45

第
６
分
団

新 盛 76.20 76.20

雑 敷 46.98 46.98 大 蔵 66.00 66.00

永 太 郎 40.07 74.47 大 河 原 31.68 31.68

第
３
分
団

小 原 25.92 25.92 御 蔵 35.00 35.00

市 場 53.18 53.18 月 原 45.54 45.54
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消 防 団   

方
面
隊

分
団 班 建築面積

（㎡） 
延べ面積
（㎡） 

方
面
隊

分
団 班 建築面積

（㎡） 
延べ面積
（㎡） 

第
８
方
面
隊

第
１
分
団

下山田代 87.00 87.00

第
９
方
面
隊

第
３
分
団

杉 本 34.02 34.02

花 沢 24.80 24.80 太 田 4.86 4.86

第
２
分
団

大 沼 58.18 107.48 加 塩 9.45 9.45

第
３
分
団

蘭 23.40 23.40 榊 野 40.00 80.00

和 合 91.49 91.49
第
４
分
団

槙 本 40.07 74.47

第
４
分
団

梨 野 14.58 14.58 伊 熊 19.44 19.44

阿 蔵 47.19 47.19

第
５
分
団

浅 谷 50.00 50.00

立 岩 62.90 62.90

第
10
方
面
隊

第
１
分
団

稲 武 102.00 102.00

野 原 21.49 21.49 川 手 56.25 56.25

羽 布 92.75 92.75 大 野 瀬 63.75 63.75

第
９
方
面
隊

第
１
分
団

田 津 原 21.49 21.49

第
２
分
団

小 田 木 121.87 121.87

小 渡 77.00 77.00 黒 田 75.54 75.54

第
２
分
団

笹 戸 76.19 76.19 御所貝津 40.07 74.47

第
３
分
団

武 節 27.38 27.38

桑 原 72.15 72.15
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消 防 団  

◆ 消防団車両・小型動力ポンプ等

消防団には、消防ポンプ自動車、小型動力ポンプ付積載車及び小型動力ポンプが適正に配置さ
れており、災害時には地域のニーズに応え大きな機動力となるようその活動が期待されています。 
消防団における機械力の整備状況は消防ポンプ自動車７台、小型動力ポンプ付積載車１２0台、
救助用資機材搭載型小型動力ポンプ付積載車１台、小型動力ポンプ４９台及び指揮車１台となっ
ています。 
●消防団の車両・小型動力ポンプの配置
分 団 車 両 及 び 小 型 動 力 ポ ン プ
団 本 部 指 揮 車 １
■第１方面隊（崇化館・梅坪台・浄水・朝日丘・逢妻・豊南） 
第 １ 分 団 小型動力ポンプ付積載車 ４   

第 ２ 分 団 小型動力ポンプ付積載車 ５   

第 ３ 分 団 小型動力ポンプ付積載車 ４ 小型動力ポンプ ３ 

第 ４ 分 団 小型動力ポンプ付積載車 ３ 小型動力ポンプ １ 
■第２方面隊（高橋・美里・益富・松平）
第 １ 分 団 小型動力ポンプ付積載車 ３   
第 ２ 分 団 小型動力ポンプ付積載車 ３ 小型動力ポンプ ４ 
第 ３ 分 団 小型動力ポンプ付積載車 ４   
第 ４ 分 団 小型動力ポンプ付積載車 ４ 小型動力ポンプ ３ 
第 ５ 分 団 小型動力ポンプ付積載車 ３ 小型動力ポンプ ５ 
■第３方面隊（末野原・上郷・竜神・高岡・若園・前林）
第 １ 分 団 小型動力ポンプ付積載車 ５   
第 ２ 分 団 小型動力ポンプ付積載車 ５ 小型動力ポンプ １ 

第 ３ 分 団 小型動力ポンプ付積載車
救助用資機材搭載型小型動力ポンプ付積載車

２ 
１ 

第 ４ 分 団 小型動力ポンプ付積載車 ３   
第 ５ 分 団 小型動力ポンプ付積載車 ５ 小型動力ポンプ １ 
■第４方面隊（保見・猿投・井郷・猿投台・石野）
第 １ 分 団 小型動力ポンプ付積載車 ６ 小型動力ポンプ ３ 

第 ２ 分 団 小型動力ポンプ付積載車 ４ 小型動力ポンプ 1 

第 ３ 分 団 小型動力ポンプ付積載車 ４ 小型動力ポンプ １ 

第 ４ 分 団 小型動力ポンプ付積載車 ６ 小型動力ポンプ ５ 
■第５方面隊（藤岡・藤岡南）
第 １ 分 団 消 防 ポ ン プ 自 動 車 ２ 小型動力ポンプ ２
第 ２ 分 団 小型動力ポンプ付積載車 ２ 小型動力ポンプ １ 
第 ３ 分 団 小型動力ポンプ付積載車 2   
第 ４ 分 団 小型動力ポンプ付積載車 3 
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消 防 団   

分 団 車 両 及 び 小 型 動 力 ポ ン プ 
■第６方面隊（小原）

第 １ 分 団 消 防 ポ ン プ 自 動 車
小型動力ポンプ付積載車

１ 
２ 小型動力ポンプ １ 

第 ２ 分 団 小型動力ポンプ付積載車 ３   

第 ３ 分 団 小型動力ポンプ付積載車 2   
■第７方面隊（足助） 
第 １ 分 団 小型動力ポンプ付積載車 ２   

第 ２ 分 団 小型動力ポンプ付積載車 ２   

第 ３ 分 団 小型動力ポンプ付積載車 ２   

第 ４ 分 団 小型動力ポンプ付積載車 ２ 小型動力ポンプ １ 

第 ５ 分 団 小型動力ポンプ付積載車 ２ 小型動力ポンプ ２ 

第 ６ 分 団 小型動力ポンプ付積載車 ３ 小型動力ポンプ ３ 
■第８方面隊（下山） 
第 １ 分 団 小型動力ポンプ付積載車 ２ 小型動力ポンプ １ 

第 ２ 分 団 消 防 ポ ン プ 自 動 車 １ 小型動力ポンプ １ 

第 ３ 分 団 小型動力ポンプ付積載車 ２ 小型動力ポンプ １ 

第 ４ 分 団 小型動力ポンプ付積載車 ３ 小型動力ポンプ ３ 
■第９方面隊（旭）

第 １ 分 団 消 防 ポ ン プ 自 動 車
小型動力ポンプ付積載車

１ 
１ 小型動力ポンプ １ 

第 ２ 分 団 小型動力ポンプ付積載車 １   

第 ３ 分 団 小型動力ポンプ付積載車 ２ 小型動力ポンプ ２ 

第 ４ 分 団 小型動力ポンプ付積載車 １ 小型動力ポンプ １ 

第 ５ 分 団 小型動力ポンプ付積載車 １   
■第１０方面隊（稲武）

第 １ 分 団 消 防 ポ ン プ 自 動 車
小型動力ポンプ付積載車

１ 
３ 小型動力ポンプ １ 

第 ２ 分 団 小型動力ポンプ付積載車 ３   

第 ３ 分 団 消 防 ポ ン プ 自 動 車
小型動力ポンプ付積載車

１ 
１ 小型動力ポンプ １ 
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消 防 団 

●消防団機械器具の配置図 

 

 

◆ 消防団協力事業所表示制度 

 豊田市消防団の活動に協力している市内の事業所等を「消防団協力事業所」として認定

し、消防団協力事業所表示証を交付する制度です。 

 事業所の消防活動への社会貢献を広めるとともに、事業所の協力を得ることで地域防災

力の強化を推進することを目的としています。 

◆ 豊田市消防団応援の店 

 地域のために頑張っている消防団員を支援するため、事業所に「消防団応援

の店」として登録し、特典やサービスなどの協力を通じて、消防団を応援して

いただくものです。消防団員に貸与している豊田市消防団員証を、企業や店舗

など「消防団応援の店」で飲食等利用した際に提示することにより、消防団員

がお店から様々な特典を受けられます。 

◆ 豊田市学生消防団活動認証制度 

 消防団活動を通じて地域社会へ多大なる貢献をした大学生、大学院生又は専門学校生の

功績を市が認証し、就職活動支援の一環として本人用の認証状と企業提出用の認証証明書

を交付して就職活動を支援する制度です。 



豊田市消防音楽隊とよしばコンサート  
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消防音楽隊 

◆ 消防音楽隊
消防音楽隊は、昭和５１年１０月の結成以来、消防の諸行事、式典を始め市主催行事等におい

て、演奏活動を通じて防火・防災思想の普及啓発に努め、平成１５年度からは女性消防団員によ

るカラーガード隊「ひまわりフェアリーズ」と共演し、平成１６年度には一般公募による市民演

奏者を迎えて市民及び消防団員と一緒になって活動しています。 

●階級別編成  令和５年４月１日現在

階 級 等
消 防

司令長

消 防

司 令

消 防

司令補

消 防

士 長

消 防

副士長
消防士

市 民

演奏者
合 計 

人 数 １ 4 8 3 2 2 １9 ３９ 

●パート別編成 令和５年４月１日現在

パート 

人数

パート 

人数

パート 

人数

講

師

職

員

市

民

職

員

市

民

職

員

市

民

指 揮 者 1 テナーサックス  １ ホ ル ン １ ２

フ ル ー ト   ３ バリトンサックス １ ユーフォニアム  １ ３

ク ラ リ ネ ッ ト  ２ ２ ト ラ ン ペ ッ ト 3 ４ チ ュ ー バ ２

アルトサックス  3 １ ト ロ ン ボ ー ン 3 ２ パーカッション  ３ ２

●令和４年度活動状況

活動回数 
内 訳

練習回数 派遣回数 

６６ ４７ １９ 

※派遣回数１９回のうち４回にあっては、小編成で対象を限定した啓発を実施
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関 係 団 体  

  

◆ 関係団体 

防火危険物安全協会                              

 平成１３年に防火協力会と危険物安全協会が統合し、防火危険物安全協会が発足しました。平

成１７年の市町村合併に伴い、加茂危険物安全協会及び足助地域危険物安全協会とも合併し、現

在の規模となりました。消防機関と協力して防火管理及び危険物の安全管理を徹底することで、

火災等の災害を防止し、社会公共の安全並びに福祉の増進に寄与することを目的としています。 

●協会の現況                           令和5 年４月１日現在 

防火危険物安全協会の会員数 ３２８ 
 

●令和４年度の主な活動実績 

活 動 日 活    動    内    容 

５月２０日 第２２回定期総会 

６月 5 日～１１日 危険物安全週間（ポスターによる危険物災害予防の啓発） 

１０月２７日 第５７回消火競技会 

１１月９日～１５日 秋の火災予防運動（ポスターによる火災予防の啓発） 

１１月６日 一日消防長委嘱式・街頭防火宣伝（豊田参合館・参合館前広場） 

１月 7 日 出初・観閲式＆リアル版とよた消防フェスタ 

１月２５日 クイズチームチャレンジ 

３月１日～７日 春の火災予防運動（ポスターによる火災予防の啓発） 

 

女性消防クラブ                                       

「防火はお茶の間（わが家）から」を合言葉に家庭の主婦を中心として結成された女性消防ク

ラブは、防火、防災教室で知識・技術を修得し、住宅用火災警報器をはじめとする住宅用防災機

器の普及啓発や防火意識の高揚を図る活動を推進するなど、家庭や地域の防火、防災活動に積極

的に取り組んでいます。 

●女性消防クラブの現況                      令和5 年４月１日現在 

ク ラ ブ 数  ５ 

クラブ人員数   １１９ 

●令和4 年度の主な活動実績 

活 動 日 活 動 内 容  

９月 9 日 消防学校入校（１名） 

１月 7 日 出初・観閲式＆リアル版とよた消防フェスタ 

通年 各クラブにて啓発活動等 
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関 係 団 体    

少年消防クラブ                                

少年消防クラブは、市内の小学５年生から中学３年生までを対象とし、防火・防災の知識を身

につけるとともに、防火・防災思想の普及を図ることを目的に結成されています。 

●少年消防クラブの現況                           令和５年４月１日現在 

 合 計 小 学 校 中 学 校 

ク ラ ブ 数   １０３     ７５  ２8 

クラブ人員数 １９，６４５  ７，６９０ １１，９５５ 

●令和４年度の主な活動実績 

活 動 日 活 動 内 容 

６～７月 着衣泳講習会 

８月１０日 愛知県消防学校一日入校 

７月２４日 防火防災体験ツアー 

７月～８月 少年消防クラブ交流会 

夏 休 み 期 間 中 防火作品（ポスター・習字）の作成 

１月 

防火作文の募集 

消防出初・観閲式  

  

幼年消防クラブ                                            

 幼年消防クラブは、幼年期において火の取扱い方を正しく身に付けることにより、「火遊び等に

よる火災の防止」とともに「消防の仕事を理解してもらう」ことを目的として結成されています。 

幼年消防クラブでは、毎年、リスク回避プログラムの実施、「防サイ君」による地震体験、花

火教室の開催等を通じて火災予防に関することを学習し、成果をあげています。 

●幼年消防クラブの現況                       令和5 年４月１日現在 

 

●令和4年度の主な活動実績 

活 動 日 活 動 内 容 

通年 リスク回避プログラムの実施 

６月～７月 花火教室 

９月 敬老の日カード作成・配布 

１０月２２日 消防こども写生大会（消防本部・中消防署） 

 合 計 
公立幼稚園・ 

こども園 

私立幼稚園・ 

こども園 
認定こども園 新制度幼稚園 

ク ラ ブ 数    ９９   ５８   １５ ２２   ４   

ク ラ ブ 人 員 数 １０，９２７ ４，２９２ ２，２６６ ４，１１０ ２５９ 
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高校生消防クラブ                                

高校生消防クラブは、高校生世代の防火防災意識を幅広く向上させることを目的として、平成

２９年度に県内で初めて設立しました。市内の高校に通う生徒が防火防災に関するプログラムを

通じて、知識や技術を身に付け、学んだことを自分の通う高校で発表し、普及啓発活動につなげ

ます。 

 

●高校生消防クラブの現況                        令和４年度中 

カリキュラム参加者数 １３２人 

●令和４年度の活動実績 

活 動 日 活 動 内 容 

６月 消防啓発キャラクター・ポスター選手権 

８月 働く人紹介（豊田大谷高校ダンス部） 

８月～１２月 消防カレンダー制作（猿投農林高校写真部） 

９月 消防士体験 

９月 消防音楽隊合同演奏（豊田北高吹奏楽部） 

９月～１１月 防災学習センターＰＲ動画制作（豊野高校演劇部） 

１０月～１月 総合学習での課題研究（豊田高等学校調理栄養プラン） 

１０月～１月 バーチャル市役所（杜若高等学校） 

 



消防長点検  





計   画 

６１ 

出火率★☆
住宅用火災警報器の設置率

（一部設置含む）

高齢者がいる世帯のうち、

住宅用火災警報器

を設置している割合

放火（疑い含む。）

の火災原因の割合☆

2.9

（2024年）

81.2%

（2024年度）

81.2%

（2024年度）

9.8％以下

（2024年）

火災による死者数

（自損除く）☆

新たに啓発に取り組む

関係団体数★

0人

（2024年）

12団体

（2021～2024年度）

救命率★☆
バイスタンダーによる

応急手当実施率

救急車の現場到着

所要時間☆

救急患者の病院収容

所要時間☆

68.8％

（2024年）

72.7%以上

（2024年）

8分30秒以内

（2024年）

38分36秒以内

（2024年）

医学的見識による適正に

利用した搬送割合

応急手当講習会を

開催した小中学校数★

救急隊の出動において

救急救命士が複数名で

活動できた割合★

80.0％以上

（2024年）

104校

（各年度）

65.0%

（2024年度）

1万人あたりの

消防関係登録員数

配備が完了した①安全装備の品目数及び

②救助資機材等の品目数★

（年度末時点）

校内で防火防災に関する

啓発活動を実施している学校数★

800人以上

（2024年度）

①17/17品目

②11/11品目

（2024年度）

14校

（2021～2024年度）

①防火水槽により確保

（7年累計、市整備分）

②水槽付消防車両等により確保

（7年累計、市整備分）

81.5%

（2024年度）

①36区画

（2018～2024年度）

②800区画

（2018～2024年度）

80.0%

（2024年度）

「消防・救急体制」 に「満足」

又は 「まあ満足している」

と回答した市民の割合

消防用ドローン活用数

50.5％以上
210回

（2018～2024年度）

基本施策Ⅳ　とよたの災害に備えるまち

消防水利整備率★

新たに消火用水を確保した区画数★
外国人における

119番通報の認知率

基本施策Ⅴ　充実した消防サービスが受けられるまち

★印：第８次豊田市総合計画に掲載している指標　☆印：第２次豊田市消防整備基本計画から継続する指標　

第３次豊田市消防整備基本計画　指標（抜粋）

　本計画は、効果的かつ効率的に「消防力」の整備を行うことと、充実した消防活動を展開し、市民が安全で安心し

て暮らせるまちをつくるとともに、市民サービスの一層の向上を図ることを目的に、2018年度から2024年度までの7

年間を計画期間として策定しました。

上段：目標値、下段：目標年度（目標年）

基本施策Ⅰ　みんなで防火に取り組むまち

基本施策Ⅱ　みんなで命を救えるまち

基本施策Ⅲ　地域防災力を育むまち

 



                                      

６２ 

財   務    

一般会計予算と消防予算の推移               
(千円) 

       区分 

年度  
一般会計予算〈当初〉 消 防 予 算〈当初〉 比   率（％） 

令和元年度 184，300，000 7，641，879 4．15 

令和２年度 182，600，000 7，360，300 4．03 

令和３年度 179，800，000 7，093，515 3．95 

令和４年度 180，100，000 7，099，583 3．94 

令和５年度 188，300，000 7，151，362 3．80 

 
歳入当初予算額（消防本部）の推移                

(千円) 
年度 

区分   

令和 

元年度 

令和 

２年度 

令和 

３年度 

令和 

４年度 

令和 

５年度 

使 用料及び手数料 14,111 6,907 16,063 17,202 15,406 

国 庫 支 出 金 111,765 14,931 65,958 78,168 27,959 

県 支 出 金 7,075 5,979 7,072 7,221 7,249 

財  産  収  入   370 520 3,860 

諸 収 入  66,279 56,169 59,347 60,737 49,279 

合     計  199,230 83,986 148,810 163,848 103,753 

 
歳出当初予算額（消防費）の推移                      

(千円) 
年度 

区分 

令和 

元年度 

令和 

２年度 

令和 

３年度 

令和 

４年度 

令和 

５年度 

消   防   費 7,641,879 7,360,300 7,093,515 7,099,583 7,151,362 

目 

常 備 消 防 費 5,789,712 5,888,680 5,617,721 5,452,425 5,627,163 

非 常 備 消 防 費  392,151 409,239 393,592 427,488 505,949 

消 防 施 設 費 661,547 377,653 300,037 529,927 330,459 

水 防 費 6,860 15,091 4,970 19,470 8,799 

災 害 対 策 費 791,609 669,637 777,195 670,273 678,992 

 
人口・世帯当たりの消防予算の推移 

区分 

 

 

年度 

消 防 費  

(千円) 

人口１人当たり １世帯当たり 

人 口  
１人当たり 

(円) 
世 帯 数 

１世帯当たり 

(円) 

令和元年度 7,641,879 425,340 17,967 181,418 42,123 

令和２年度 7,360,300 424,053 17,357 182,485 40,334 

令和３年度 7,093,515 421,280 16,838 183,167 38,727 

令和４年度 7,099,583 418,284 16,973 183,262 38,740 

令和５年度 7,151,362 416,747 17,160 184,884 38,680 

＊人口及び世帯数は４月１日の数値  



 

６３ 

人   事    

消防職員の年齢 

令和５年４月１日現在   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊市長部局からの出向職員（３人）、再任用職員（消防司令９人、消防司令補１２人及び消

防士長１２人）を含む。 

＊市長部局への出向職員（２人）を含まない。 

 

 

 

536 1 8 36 73 112 112 115 79

18 歳 2 2

19 歳 2 2

20 歳 1 1

21 歳 3 3

22 歳 10 10

23 歳 18 18

24 歳 15 15

25 歳 27 27

26 歳 21 20 1

27 歳 17 17

28 歳 16 16

29 歳 32 32

30 歳 21 1 20

31 歳 23 15 8

32 歳 19 17 2

33 歳 15 15

34 歳 21 21

35 歳 14 4 10

36 歳 17 11 6

37 歳 9 5 4

38 歳 10 9 1

39 歳 6 5 1

40 歳 9 8 1

41 歳 10 1 9

42 歳 9 2 7

43 歳 11 4 4 3

44 歳 15 9 6

45 歳 14 3 9 2

46 歳 13 1 8 4

47 歳 18 2 10 5 1

48 歳 12 6 3 2 1

49 歳 12 4 7 1

50 歳 9 4 3 2

51 歳 8 2 3 3

52 歳 5 2 2 1

53 歳 3 1 2

54 歳 2 2

55 歳 3 1 1 1

56 歳 8 1 1 3 2 1

57 歳 6 2 2 2

58 歳 4 4

59 歳 13 3 3 4 3

60 歳 7 1 2 4

61 歳 6 3 2 1

62 歳 7 1 3 3

63 歳 8 3 2 3

64 歳 5 1 3 1

消防士消防監
消　防

司令長

消　防

司令補

消　防

士　長

消　防

副士長

消　防

司　令

　　　   階級

年齢

合　計

合 計
消　防

正　監



 

 ６４ 

人   事 

消防職員の勤務年数 

令和５年４月１日現在  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊市長部局からの出向職員（３人）、再任用職員（消防司令 9 人、消防司令補１２人及び消

防士長１２人）含む。 

＊市長部局への出向職員（２人）を含まない。 

 

 

 

 

 

 

       階級

年数
合計

消　防

正　監
消防監

消　防

司令長

消　防

司　令

消　防

司令補

消　防

士　長

消　防

副士長
消防士

合計 536 1 8 36 73 112 112 115 79

1年未満 14 14

1年 16 16

2年 15 15

3年 22 22

4年 21 17 4

5年 20 18 2

6年 20 17 3

7年 25 22 3

8年 20 1 19

9年 21 12 9

10年 21 16 5

11年 19 15 4

12年 19 15 4

13年 18 5 13

14年 18 11 7

15年 11 5 6

16年 6 3 3

17年 7 6 1

18年 9 7 2

19年 6 2 4

20年 12 4 8

21年 12 3 9

22年 12 7 3 2

23年 9 1 1 7

24年 5 2 2 1

25年 11 1 5 2 3

26年 15 6 4 4 1

27年 17 3 7 6 1
28年 15 3 7 5
29年 7 1 2 4

30年 7 1 2 3 1

31年 6 1 1 2 2

32年 8 2 4 1 1

33年 5 2 3

34年 3 1 1 1

35年 1 1

36年 4 1 3

37年 3 1 2

38年 6 3 2 1

39年 7 2 1 3 1

40年 3 2 1

41年 15 2 3 3 4 3

42年 7 3 4

43年 6 2 2 2

44年 5 1 3 1

45年 4 3 1

46年 3 1 2



 

６５ 

人   事    

消防職員の採用状況 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊消防吏員数は、各年度とも４月１日の数 

＊市長部局への出向職員を含まない。 

＊平成１６年以前の消防吏員数は、合併前の豊田市の吏員数を表す。 

 

消防職員の資格等取得保有状況 

                      令和５年４月１日現在
 

昭和３９年 36 15 昭和５９年 277 5 平成１６年 349 6

昭和４０年 55 6 昭和６０年 279 4 平成１７年 426 12

昭和４１年 64 10 昭和６１年 280 3 平成１８年 429 7

昭和４２年 69 6 昭和６２年 282 3 平成１９年 435 8

昭和４３年 78 9 昭和６３年 282 3 平成２０年 438 13

昭和４４年 91 14 平成 元 年 283 3 平成２１年 447 18

昭和４５年 102 13 平成 ２ 年 288 5 平成２２年 454 20

昭和４６年 116 17 平成 ３ 年 293 6 平成２３年 461 20

昭和４７年 123 8 平成 ４ 年 295 3 平成２４年 471 24

昭和４８年 141 21 平成 ５ 年 296 3 平成２５年 477 25

昭和４９年 169 30 平成 ６ 年 299 5 平成２６年 486 25

昭和５０年 188 20 平成 ７ 年 307 13 平成２７年 495 23

昭和５１年 209 22 平成 ８ 年 317 13 平成２８年 495 25

昭和５２年 224 18 平成 ９ 年 322 11 平成２９年 501 22

昭和５３年 233 11 平成１０年 323 7 平成３０年 511 24

昭和５４年 249 17 平成１１年 327 6 令和元年 515 25

昭和５５年 260 13 平成１２年 329 8 令和２年 525 23

昭和５６年 266 7 平成１３年 332 12 令和３年 530 15

昭和５７年 273 8 平成１４年 337 11 令和４年 536 16

昭和５８年 273 1 平成１５年 344 12 令和５年 536 14

消　防

吏 員 数

採用

人数
 区  分　  区  分　

消　防

吏 員 数

採用

人数
 区  分　

消　防

吏 員 数

採用

人数

資 格 ・ 免 許 等 保有者数 資 格 ・ 免 許 等 保有者数

衛 生 管 理 者 43 小 型 移 動 式 ク レ ー ン 運 転 262

潜 水 士 231 特 別 管 理 産 業 廃 棄 物 管 理 責 任 者 13

小 型 船 舶 操 縦 士 191 予 防 技 術 資 格 者 47

陸 上 特 殊 無 線 技 士 468 救 急 救 命 士 146

酸 素 欠 乏 ・ 硫 化 水 素

危 険 作 業 主 任 者
123

救 急 資 格 者

（ 救 急 救 命 士 を 含 ま な い ）
352

ガ ス 溶 接 118



人   事 

６６ 

研修実施状況  
■業務別研修

分類・種別 研修名 人数

消防大学校 

（4） 

幹部科第７２期 1
指揮隊長コース第２７回 1
高度救助・特別高度救助コース第１２回 1
査察業務マネジメントコース第６回 1

愛知県 

消防学校 

（50) 

初任科第１１４期 8
初任科第１１５期 8
警防科第７１期 3
危険物科第６２期 2
救急科第１３１期 4
救急科第１３２期 4
救急科第１３３期 3
救助科第５１期 3
上級幹部科第７１期 4
はしご自動車等運用科第 3５期 2
はしご自動車等運用科第 3６期 1
地震防災科第１７期 4
指揮隊科第１１期 3
水難救助科第５０期 1
外傷・災害対応講習 A第３４、３５期（中止） -
外傷・災害対応講習 B第３６期（選考漏れ） -

救急救命士 
養成研修 
(7) 

指導救命士養成研修 1
救急救命東京研修所 3
大阪市消防局高度専門教育訓練センター救急救命士養成課程 2
名古屋市救急救命研修所救急救命士養成教育第３２期 1

資格取得 

研修 

(46) 

第二級陸上特殊無線技士養成講習会 1
二級小型船舶操縦士免許取得講習 4
二級小型船舶操縦士免許更新（失効）講習 19
特別管理産業廃棄物管理責任者講習会 1
小型移動式クレーン運転技能講習会 4
危険物取扱者保安講習会 1
酸素欠乏・硫化水素危険作業主任者技能講習会 4
潜水士資格取得 2
予防技術検定 4
大型特殊自動車免許取得講習 6

一般研修 
(715) 

総括 
(4) 

消防職員の惨事ストレス初級研修 1
消防職員の惨事ストレス中級研修 1
ハラスメント相談窓口担当者研修 1
消防職員安全衛生管理研修会 1

運転技術 
（20）

1年目機関員養成講習 20

予防・調査 
（8） 

調査技術会議 1
火災調査研究発表会 1
火災調査担当者会議 1
火災科学セミナー 1
消防機関事故原因究明技術研修会 1
違反是正事例発表会（全国消防長会東海支部） 1
企業防災対策指導研修会 1
防災啓発中央研修講演会 1



人   事 

６７

分類・種別 研修名 人数

一般研修 
(715)

救急 
(670) 

救急救命士就業前教育病院実習（豊田厚生病院・トヨタ記念病院） 11
救急救命士再教育病院実習(豊田厚生病院・トヨタ記念病院・足助病院) 415
救急生涯教育病院実習（豊田厚生病院・トヨタ記念病院） 84
救急救命士再教育講習 101
西三河地区メディカルコントロール協議会包括プロトコール運用教育講習 11
西三河地区メディカルコントロール協議会薬剤投与プロトコール運用試験 11
西三河地区メディカルコントロール協議会気管挿管プロトコール運用試験 3
西三河地区メディカルコントロール協議会処置範囲拡大プロトコール運用試験 8
救急業務教育指導者試験 4
救急業務教育指導者講習 4
愛知県検証担当官等講習 10
日本臨床救急医学会総会・学術集会 1
第３１回全国救急隊員シンポジウム 1
ＩＣＬＳ講習会（豊田厚生病院・トヨタ記念病院） 6
ＭＣＬＳ講習会（中止） -

警防・救助 
（13） 

海上災害防止センター CFBT コース 4
水難救助講習会 4
陸上自衛隊化学学校委託教育訓練（選考漏れ） -
全国山岳遭難対策協議会 1
山岳遭難救助研修会 1
全国消防救助シンポジウム 1
全国消防技術者会議 1
NBC災害担当消防職員に対する教養研修 1

合 計 822

■階層別研修、専門研修及び職場研修 
分類・種別 研修名 人数

階層別研修 
(298) 

新規採用職員研修 16
若手職員育成研修 84
若手職員育成研修指導者研修 18
消防副士長研修（Eラーニング） 24
消防士長研修（Eラーニング） 24
小隊長研修 10
新任担当長研修 11
新任管理者研修 12
ハラスメント研修 99

専門研修 
(897) 

消防活動研修 241
指揮隊研修 18
予防査察研修 56
緊急消防援助隊の指揮要領に関する研修 45
指令業務研修（Eラーニング）※行政職 1年目研修除く 526
指令課員教育実施要領に基づく教育 11

職場研修 
（1,499） 

足助署 358
北署 428
中署 336
南署 377

合 計 2694



人   事 
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■職員研修 

分類・種別 研修名 人数
集合研修 
（502） 

一般研修 205
特別研修 297

派遣研修 
（40） 

市町村アカデミー 9
国際アカデミー 2
部局研修 2
自己啓発事業（自主学習援助事業） 27

合 計 542

研修実施状況（消防大学校・救急救命士養成所・愛知県消防学校） 
（人）

平成
30年度

令和
元年度

令和
2年度

令和
3年度

令和
4年度

1 1 1 1 1
1 1 1

1
1

1
1 1

1

1 1 1 1 1
1

1 1
1 1

1
1 1

2 2 1
 6 6 6 6 6

23 24 24 15 16
4 3 4 3

4 4
3 2

1 1
20 20 16 26 11
3 2 4 3

4 4
4 4
1 1

3 2 3 3
4 4 4 4 4
3 2 4 3
5 5

愛
知
県
消
防
学
校

消
防
大
学
校

派
遣
研
修

査 察 業 務 マ ネ ジ メ ン ト コ ー ス

予 防 査 察 科

Ｎ Ｂ Ｃ コ ー ス

消 防 団 活 性 化 推 進 コ ー ス

予 防 科

上 級 幹 部 科

区 分
年度

研修名

上 級 幹 部 科
幹 部 科

高 度 救 助 ・ 特 別 高 度 救 助 コ ース

警 防 科
救 助 科
救 急 科

危 険 物 科
火 災 調 査 科

警 防 科

危 険 物 科
火 災 調 査 科
救 急 科
救 助 科

指 揮 隊 長 コ ー ス

危 機 管 理 ・ 国 民 保 護 コ ー ス

特別講習会及び消防大学校フォーラム

初 任 科
救 急 救 命 士

初 級 幹 部 科
中 級 幹 部 科

外 傷 ・ 災 害 対 応 講 習

水 難 救 助 科
は し ご 自 動 車 等 運 用 科
地 震 防 災 科
指 揮 隊 科



６９  

１１９番回線別受信状況 
※「その他」＝専用回線、指令端末装置等                       （件） 

市民案内利用状況
※「市民案内」＝災害発生時に市民が「市民案内の電話番号」へ問い合わせた件数     （件） 

口頭指導状況                           
※心肺停止事案で病院搬送した場合（口頭指導実施は一事案に重複有）                  （件） 

１１９番誤報件数 
※「誤報」＝間違い通報の件数                            （件） 

指  令

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 合計

固定電話 460 416 466 425 318 392 469 400 367 451 392 426 4,982

ＩＰ電話 698 597 624 563 607 682 733 776 678 653 683 792 8,086

携帯電話 1,078 986 1,020 1,095 1,125 1,233 1,474 1,560 1,339 1,212 1,211 1,381 14,714

その他 59 3 7 6 5 1 11 5 10 3 4 1 115

件　数 2,295 2,002 2,117 2,089 2,055 2,308 2,687 2,741 2,394 2,319 2,290 2,600 27,897

月
種別

月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 合計

件　数 2,699 2,854 3,631 3,901 2,635 3,175 2,529 2,223 2,620 3,040 2,533 3,147 34,987

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 合計

人工呼吸

胸骨圧迫 42 42 40 17 24 20 25 31 28 23 24 43 359

心肺蘇生 1 1 2 2 2 3 1 1 13

ＡＥＤ 2 1 1 1 2 7

月
種別

月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 合計

件　数 115 120 131 116 135 189 193 202 175 162 179 158 1,875
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火 災

月別火災状況

区        分 合 計 1  月 2  月 3  月 4  月 

件

数

合        計 107 7 14 13 15

建               物 55 2 9 4 7

林               野 5 1 2

車               両 9 1 2 1

そ       の       他 38 3 5 7 5

焼

損

棟

数

合      計 62 2 11 5 7

火 元

全      焼 8 2 1

半      焼 1

部   分  焼 17 1 4 1

ぼ      や 27 1 3 2 7

延 焼

全      焼 4 2

半      焼 1

部   分  焼 1 1

ぼ      や 3

焼損面積
建物 (床)（㎡） 2,656 40 303 629 1

林    野 （ａ） 167 3 161

気象状況
風速

６ｍ以上 14 3 1 2 3

６ｍ未満 93 4 13 11 12

湿度
５５％以上 56 2 8 5 6

５５％未満 51 5 6 8 9

死 傷 者
死        者 5 3

負    傷   者 15 1 5 1 1

高 速 道 路 ＊ 2 1

管外出動（高速道路を除く）

＊管内の新東名高速道路、東名高速道路、伊勢湾岸自動車道及び東海環状自動車道に出動した件数



７１

火 災

５  月 ６  月 ７  月 ８  月 ９ 月 10 月 11 月 12 月 

3 8 4 6 9 13 8 7

2 5 2 3 4 8 3 6

1 1

2 1 2

3 2 2 3 4 3 1

3 8 2 3 4 8 3 6

1 1 1 2

1

1 2 1 3 3 1

1 2 2 1 5 2 1

2

1

1 1 1

174 335 8 3 142 244 463 314

1 2

2 2 1

3 6 4 6 7 13 8 ６

2 3 6 7 7 6 ４

3 6 1 2 6 2 ３

1 1

1 3 2 １

1
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火 災

曜日別火災状況

 区  分
出 火 件 数 死 傷 者 数

合 計 建 物 林 野 車 両 その他 死 者 負傷者
合 計 107 55 5 9 38 5 15
日 11 3 1 7 3 1
月 14 9 3 2 3
火 11 9 2 3
水 24 10 2 12 2 4
木 15 8 3 4 2
金 13 6 1 6 2
土 16 8 4 4
不明 3 2 1

時間別火災状況  
区  分 出 火 件 数 死 傷 者 数

合 計 建 物 林 野 車 両 その他 死 者 負傷者
合 計 107 55 5 9 38 5 15
０ ～ １ 1 1
１ ～ ２
２ ～ ３
３ ～ ４ 2 2
４ ～ ５ 1 1
５ ～ ６ 1 1 1 2
６ ～ ７ 3 3 3
７ ～ ８ 2 1 1
８ ～ ９ 8 5 2 1 1 1
９ ～ 10 5 5
10 ～ 11 3 1 2
11 ～ 12 9 2 1 6 2
12 ～ 13 4 3 1
13 ～ 14 11 2 2 2 5 1
14 ～ 15 5 2 3
15 ～ 16 8 4 4 2
16 ～ 17 7 2 1 4 1
17 ～ 18 5 2 3 1
18 ～ 19 7 4 1 2
19 ～ 20 5 3 1 1
20 ～ 21 3 2 1
21 ～ 22 3 3 2
22 ～ 23 2 1 1
23 ～ 24 3 2 1 3
不明 9 5 4
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火 災

損 害 額 （千 円）
合 計 建 物＊ 収容物＊ 林 野 車 両 その他 爆 発
196,514 122,367 37,731 18 31,980 4,418

58 58
22,998 4,864 1,805 16,329
23,223 21,859 1,281 83
66,891 30,075 20,973 11,566 4,277
29,483 18,653 6,688 4,002 140
16,272 15,201 1,071
37,586 31,715 5,853 18

3 2 1

損 害 額 （千 円）
合 計 建 物 収容物 林 野 車 両 その他 爆 発
196,514 122,367 37,731 18 31,980 4,418

150 150

513 134 379
1,377 948 429
15,209 11,276 3,933
1,113 472 641

8 8
1,220 546 304 370
45,797 34,422 11,375
15,506 15,458 48
15,425 15,047 378
2,802 78 2,724
21,553 20,245 897 18 253 140
3,952 3,110 842
23,212 12,409 10,803
942 942
94 50 2 42

30,787 9,187 5,224 16,076 300
4,650 3,546 1,104
22 13 7 2

7,196 5,725 1,471
4,056 159 42 3,855
15 15
915 818 96 1

＊建物火災（火災種別）の損害額は建物及び収容物の合計損害額
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火 災

火災種別出火原因
        原 因

火災種別 

合

計

た

ば

こ

こ

ん

ろ

か

ま

ど

風
呂
か
ま
ど

炉

焼

却

炉

ス
ト
ー
ブ

こ

た

つ

ボ
イ
ラ
ー

煙
突
・
煙
道

排

気

管

電
気
機
器

電
気
装
置

合     計 107 12 13 1 2 2 2 2

建

物

火

災

小     計 55 8 13 2 2 2

住
宅
火
災

専用 20 2 8 1 1 1

共同 13 4 3

併用

防
火
対
象
物
の
火
災

遊技場 1

飲食店 2

物品
販売店 2 1

工場 4 1

倉庫 1

事務所 2 1

複合用途
（特防）

3 1

複合用途
（非特）

1 1

その他 6 1 1

林 野 火 災 5 1

車 両 火 災 9 2

その他の火災 38 3 1
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火 災

電

灯

電
話
等
配
線

内
燃
機
関

配
線
器
具

火

遊

び

マ

ッ

チ

ラ
イ
タ
ー

た

き

火

溶
接
機
・
切
断
機

灯

火

衝
突
の
火
花

取

灰

火

入

れ

放

火

放
火
の
疑
い

そ

の

他

不
明
・
調
査
中

2 2 5 11 1 1 5 3 11 20 12

2 5 1 4 8 8

3 2 2

2 2 2

1

2

1

2 1

1

1

2

1 1 2

1 1 2

2 1 3 1

10 1 5 2 6 7 3



７６

火 災

＊1 出火率とは、人口１万人あたりの出火件数（人口は､当該年４月１日現在の住民基本台帳による。）

出火状況及び損害額の推移

区     分 令和４年 令和３年 令和２年 令和元年 平成３０年

豊
田
市

人  口 416,747 418,284 421,280 424,500 423,916

件  数 107 113 118 137 130

出火率＊1 2.6 2.7 2.8 3.2 3.1 

損害額の合計
（千円） 196,514 245,679 461,192 576,144 432,835 

１件あたりの 
 損 害 額（円） 1,836,579 2,174,150 3,908,407 4,205,431 3,329,500 

愛知県出火率 調査中 2.4 2.5 2.7 2.8

建
物
火
災

件    数 55 58 45 66 60

焼損床面積
（㎡） 2,656 1,876 1,439 3,010 3,451

焼損表面積
（㎡） 153 272 16 383 2,872

損 害 額
（ 千 円 ）

160,136
（爆発損害を含む）

242,141
（爆発損害を含む）

119,575
（爆発損害を含む）

565,198
（爆発損害を含む）

419,724
（爆発損害を含む）

１件あたりの 
焼損床面積
（㎡）

48 32 32 46 58

１ 件 あ た り の
損害額（円） 2,911,564 4,174,845 2,657,222 8,563,606 6,995,400

林
野
火
災

件    数 5 2 3 13 9

焼損面積
（ａ) 167 19 15 211 135

損 害 額
（千円） 18 4 105

車
両
火
災

件    数 9 7 19 15 18

損 害 額
（千円） 35,875 2,499 9,110 7,774 7,117

そ
の
他
火
災

件    数 38 46 51 43 43

損 害 額
（千円） 485 1,035 332,507 3,172 5,889

航
空
機
火
災

件    数 

損 害 額
（千円）
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火 災

主な火災の概要 

月 日 時 分 覚知方法 
火災 

種別 
出火場所 用 途 焼損程度 死

者
負
傷
者

1 2 18 6 15 専用電話（IP電話） 建物 西町 住宅 部分焼 2

2 2 24 21 30 専用電話（携帯電話） 建物 小坂本町 
共同 

住宅
部分焼 

3 3 7 18 55 専用電話（固定電話） 車両 トヨタ町 車両

4 3 19 18 55 専用電話（IP電話） 建物 聖心町 倉庫 全焼 

5 3 27 23 34 専用電話（携帯電話） 車両 八草町 3

6 5 11 9 20 専用電話（携帯電話） 建物 中根町 住宅 全焼 

7 6 1 10 99 専用電話（携帯電話） 建物 丸山町 住宅 半焼 

8 6 28 13 30 専用電話（固定電話） 建物 西丹波町 住宅 全焼 

9 9 28 5 41 専用電話（携帯電話） 車両 鴛鴨町 1 2

10 10 12 8 0 専用電話（IP電話） 建物 宝来町 住宅 部分焼 1

11 10 19 15 31 専用電話（携帯電話） 建物 トヨタ町 工場 部分焼 

12 11 18 11 53 専用電話（携帯電話） 建物 千足町 店舗 全焼 

13 12 1 15 30 専用電話（携帯電話） 建物 杉本町 住宅 全焼 

14 12 17 9 40 専用電話（IP電話） 建物 藤岡飯野町 住宅 全焼 

＊次のいずれかに該当するものを掲載 
  １ 死者１人以上又は負傷者２人以上 
  ２ 損害額５，０００千円以上 
  ３ 焼損面積２００㎡以上 
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火 災

高速道路火災出動状況の推移
発生場所 合 計 豊 田 市 岡 崎 市 刈 谷 市 豊 明 市 み よ し 市

種別

年

合

計

車

両

そ
の
他

小

計

車

両

そ
の
他

小

計

車

両

そ
の
他

小

計

車

両

そ
の
他

小

計

車

両

そ
の
他

小

計

車

両

そ
の
他

平成30 年 4 2 2 2 1 1 2 1 1
令和元年 6 5 1 1 1 5 5
令和２年 ７ 5 2 ４ ４ ２ 1 1 1 1
令和３年 3 3 3 3
令和４年 3 3 2 2 1 1

＊新東名高速道路、東名高速道路、伊勢湾岸自動車道及び東海環状自動車道に出動した件数

その他の出動状況（警戒・探索・その他）

（件）

合  計 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

3,883 372 332 315 288 283 302 322 332 312 316 307 402
小       計 880 72 74 54 65 59 66 87 91 71 74 70 97

北 消 防 署 660 57 56 42 50 48 52 77 69 46 48 45 70
藤岡小原分署 161 14 14 11 10 7 6 6 16 16 20 21 20

保 見 出 張 所 35 3 3 4 5 1 5 3 3 1 7
力 石 出 張 所 24 1 1 1 2 3 3 1 6 3 3
小       計 1,451 151 129 108 110 110 118 119 128 113 116 107 142

中 消 防 署 626 66 56 44 42 51 52 64 56 47 54 40 54
東 分 署 455 47 44 36 35 34 34 33 39 40 32 40 41

逢 妻 分 署 331 35 25 27 28 24 27 19 29 25 25 23 44
松 平 出 張 所 39 3 4 1 5 1 5 3 4 1 5 4 3
小       計 1,291 129 98 123 86 94 102 101 99 107 101 110 141

南 消 防 署 514 58 43 48 32 39 45 48 42 42 38 33 46
西 分 署 457 48 35 41 28 33 37 25 39 41 35 42 53

末 野 原 分 署 290 18 18 32 26 19 17 28 14 20 26 32 40
高 岡 出 張 所 30 5 2 2 3 3 4 4 2 3 2

小       計 261 20 31 30 27 20 16 15 14 21 25 20 22
足 助 消 防 署 179 13 22 16 21 13 9 9 12 16 16 16 16
旭 出 張 所 31 3 4 6 1 3 3 3 1 2 2 1 2

稲 武 出 張 所 24 1 4 5 1 2 3 3 3 2
下 山 出 張 所 27 3 1 3 4 2 1 1 3 4 3 2

南
消
防
署

足
助
消
防
署

月
 署所

合                 計

北
消
防
署

中
消
防
署
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月別救急出動状況  
    種別

 月

合

計

火

災

自

然

災

害

水

難

交

通

労

働

災

害

運

動

競

技

一

般

負

傷

加

害

自

損

行

為

急

病

そ

の

他

合　計 20,893 60 1 11 1,060 183 111 2,719 35 178 14,812 1,723
 １ 月 1,741 4 86 9 4 274 4 14 1,175 171
 ２ 月 1,523 10 64 7 5 196 3 18 1,093 127
 ３ 月 1,545 7 1 76 17 9 201 2 25 1,065 142
 ４ 月 1,506 4 87 13 5 208 5 17 1,027 140
 ５ 月 1,575 1 2 89 14 11 204 5 12 1,111 126
 ６ 月 1,667 5 93 20 15 210 3 14 1,149 158
 ７ 月 2,022 3 2 88 27 11 225 4 12 1,510 140
 ８ 月 2,130 1 2 66 16 5 214 3 15 1,664 144
 ９ 月 1,763 8 1 1 107 20 11 189 2 14 1,272 138
 10 月 1,667 9 2 79 17 13 258 2 10 1,147 130
 11 月 1,675 4 113 11 15 249 17 1,132 134
 12 月 2,079 4 1 112 12 7 291 2 10 1,467 173  

 

曜日別救急出動状況  
   種別

曜日

合

計

火

災

自

然

災

害

水

難

交

通

労

働

災

害

運

動

競

技

一

般

負

傷

加

害

自

損

行

為

急

病

そ

の

他

合　計 20,893 60 1 11 1,060 183 111 2,719 35 178 14,812 1,723
日 2,876 3 1 133 15 43 411 9 21 2,123 117
月 3,242 10 1 1 164 29 7 395 9 31 2,291 304
火 3,042 9 1 169 44 8 384 4 25 2,101 297
水 2,905 12 3 136 29 7 362 1 26 2,092 237
木 2,940 14 1 151 25 6 354 5 26 2,084 274
金 3,007 6 2 152 23 8 397 2 26 2,085 306
土 2,881 6 2 155 18 32 416 5 23 2,036 188  

 

時間帯別救急出動状況  
 　種別

時間帯

合

計

火

災

自

然

災

害

水

難

交

通

労

働

災

害

運

動

競

技

一

般

負

傷

加

害

自

損

行

為

急

病

そ

の

他

合　計 20,893 60 1 11 1,060 183 111 2,719 35 178 14,812 1,723
０ ～ ２ 870 3 14 3 72 1 12 734 31
２ ～ ４ 786 1 25 2 68 2 9 651 28
４ ～ ６ 826 3 1 28 2 84 4 11 678 15
６ ～ ８ 1,590 6 95 8 239 1 17 1,204 20
８ ～ 10 2,505 12 138 31 9 382 1 16 1,748 168
10 ～ 12 2,676 7 1 5 128 28 28 371 4 16 1,710 378
12 ～ 14 2,315 3 2 110 30 21 288 1 11 1,516 333
14 ～ 16 2,168 6 2 143 33 32 291 2 18 1,436 205
16 ～ 18 2,216 5 1 162 26 5 319 4 17 1,448 229
18 ～ 20 2,118 5 131 13 12 265 5 23 1,485 179
20 ～ 22 1,654 3 61 5 2 213 4 13 1,279 74
22 ～ 24 1,169 6 25 2 2 127 6 15 923 63  

（件） 

（件） 

（件） 
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署所別・種別救急出動状況                                   

　
                    種　別
 

  署  所

合

 
 
計

火

災

自

然

災

害

水

難

交

通

労

働

災

害

運

動

競

技

一

般

負

傷

加

 
 
害

自

損

行

為

急

 
 
病

そ

の

他

合 計 20,893 60 1 11 1,060 183 111 2,719 35 178 14,812 1,723

北 消 防 署 2,489 5 4 121 19 22 302 3 13 1,648 352

藤 岡 小 原 分 署 713 1 2 37 10 92 7 551 13

保 見 出 張 所 830 1 46 6 19 106 12 584 56

力 石 出 張 所 418 3 23 5 2 70 2 3 286 24

中 消 防 署 2,580 20 1 2 117 19 9 323 10 20 1,779 280

東 分 署 1,938 4 1 74 3 14 286 2 23 1,434 97

逢 妻 分 署 3,464 12 149 28 19 402 7 34 2,408 405

松 平 出 張 所 889 2 33 2 4 121 5 643 79

南 消 防 署 1,748 6 98 12 6 237 1 10 1,257 121

西 分 署 1,837 3 104 25 7 232 5 16 1,368 77

末 野 原 分 署 1,711 2 107 20 5 224 2 14 1,250 87

高 岡 出 張 所 1,224 70 17 3 133 3 10 946 42

足 助 消 防 署 430 1 1 31 7 1 64 3 263 59

旭 出 張 所 190 16 1 27 143 3

稲 武 出 張 所 189 15 4 42 4 114 10

下 山 出 張 所 235 19 5 58 4 131 18

本部 8 1 7  
 

 

救急出動状況の推移 

　
                    種　別
 

  署  所

合

 
 
計

火

 
 
災

自

然

災

害

水

 
 
難

交

通

労

働

災

害

運

動

競

技

一

般

負

傷

加

 
 
害

自

損

行

為

急

 
 
病

そ

の

他

平 成 ３ ０ 年 19,262 87 10 1,431 198 139 2,478 44 172 12,907 1,796

令 和 元 年 19,162 77 12 1,338 244 115 2,521 49 157 12,858 1,791

令 和 ２ 年 16,721 62 1 11 1,051 191 76 2,365 38 181 11,286 1,459

令 和 ３ 年 17,403 60 3 1,023 166 81 2,463 34 185 11,816 1,572

令 和 ４ 年 20,893 60 1 11 1,060 183 111 2,719 35 178 14,812 1,723  

（件） 

（件） 



救   急 

 ８１

発生場所別救急搬送人員 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

年齢別・性別搬送人員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（人） 

（人） 

合 計 18,453 11,246 4,711 797 1,535 164

急 病 12,970 9,512 2,437 582 382 57

交 通 976 6 40 5 918 7

一 般 負 傷 2,449 1,579 529 36 217 88

そ の 他 2,058 149 1,705 174 18 12

道 路 そ の 他
　          　発生場所
事故種別

合 計 住 宅 公 衆 出 入 場 所 仕 事 場

　　　　種別

  年齢

性

別

合

計

小

計

火

災

自

然

災

害

水

難

交

通

労

働

災

害

運

動

競

技

一

般

負

傷

加

害

自

損

行

為

急

病

そ

の

他

新生児 男 48 4 44

２８日以内 女 51 2 6 43

乳幼児 男 457 15 99 325 18

０～６ 女 313 1 4 64 235 9

少年 男 124 11 2 40 69 2

７～１０ 女 45 6 1 11 23 4

少年 男 289 67 36 30 3 145 8

１１～１７ 女 151 20 2 7 13 5 100 4

成人 男 774 2 1 134 37 38 49 13 473 27

１８～３０ 女 619 1 81 4 4 22 2 22 405 78

成人 男 1,216 2 154 50 14 106 6 14 800 70

３１～４９ 女 899 1 70 6 1 56 3 28 601 133

成人 男 1,379 4 135 41 2 135 3 9 910 140

５０～６４ 女 921 62 13 1 106 3 15 651 70

高齢者 男 2,821 2 2 79 23 2 312 4 4 2,121 272

６５～７９ 女 2,004 67 2 319 3 4 1,429 180

高齢者 男 2,916 1 41 2 415 4 2,226 227

８０以上 女 3,426 30 1 670 1 2,447 277

男 10,024 11 3 636 153 94 1,186 13 47 7,073 808

女 8,429 1 2 340 27 15 1,263 12 74 5,897 798

18,453 18,451 12 3 976 180 109 2,449 25 121 12,970 1,606

4,825

6,342

小  計 18,453

合    計

2,300

99

770

169

440

1,393

2,115



救   急 

 ８２

傷病程度別搬送人員 

 

（人） 
合
　
　
計

火
　
　
災

自
然
災
害

水
　
　
難

交
通
事
故

労
働
災
害

運
動
競
技

一
般
負
傷

加
　
　
害

自
損
行
為

急
　
　
病

そ
の
他

死  亡
重  症 33 1 32
中等症 55 5 50
軽  症 11 2 4 5
その他

計 99 2 10 87
死  亡 1 1
重  症 12 6 6
中等症 138 4 116 18
軽  症 619 1 19 159 437 3
その他

計 770 1 19 163 560 27
死  亡
重  症 14 3 2 1 6 2
中等症 83 11 5 8 1 48 10
軽  症 512 90 2 41 84 6 283 6
その他

計 609 104 2 46 94 8 337 18
死  亡 48 1 5 1 6 31 4
重  症 376 1 28 10 2 15 24 233 63
中等症 1,266 1 84 38 8 63 16 707 349
軽  症 4,118 7 1 519 102 50 396 17 55 2,869 102
その他

計 5,808 9 1 1 636 151 60 474 17 101 3,840 518
死  亡 254 4 12 2 234 2
重  症 959 2 1 18 46 3 767 122
中等症 4,585 36 12 1 565 1 2 3,314 654
軽  症 5,369 1 1 159 15 2 1,093 7 5 3,908 178
その他

計 11,167 3 2 217 27 3 1,716 8 12 8,223 956
死  亡 303 1 9 1 12 8 266 6
重  症 1,394 3 1 49 10 2 63 28 1,013 225
中等症 6,127 1 131 50 14 640 1 19 4,190 1,081
軽  症 10,629 8 2 1 787 119 93 1,734 24 66 7,501 294
その他

計 18,453 12 2 3 976 180 109 2,449 25 121 12,970 1,606
　*　新生児　　生後２８日以内 *　死　亡　　初診時てﾞ死亡が確認されたもの
　*　乳幼児　　生後２９日以上満７歳未満 *　重　症　　３週間以上の入院加療が必要なもの
　*　少　　年　　満７歳以上満１８歳未満 *　中等症　入院加療が必要なもの（重症を除く）
　*　成　　人　　満１８歳以上満６５歳未満 *　軽　症　 入院加療が必要ないもの
　*　高齢者　　満６５歳以上　　　　　　　　　　　　*　その他　　医師の診断がないもの （他の場所に搬送）

合

 
 
計

　　　　    種　別

程  度

新

生

児

乳

幼

児

少

 
 
年

成

 
 
人

高

齢

者



救   急 

８３ 

 

医療機関告示開設別搬送人員 

合

計

う

ち

管

外

急

病

う

ち

管

外

交

通

う

ち

管

外

一

般

負

傷

う

ち

管

外

そ

の

他

う

ち

管

外

24 24 7 7 17 17

145 145 69 69 19 19 20 20 37 37

7,679 123 5,454 59 312 1 1,023 12 890 51

病  院 10,044 680 7,109 470 593 69 1,330 82 1,012 59

診療所 8 1 3 4

17,900 972 12,640 605 927 89 2,377 114 1,956 164

4 4 4 4

21 21 7 7 14 14

病  院 481 249 290 157 46 11 66 20 79 61

診療所 47 33 19 3 6 1 5 4

553 298 330 183 49 11 72 21 102 83

28 28 7 7 21 21

166 166 76 76 19 19 20 20 51 51

7,679 123 5,454 59 312 1 1,023 12 890 51

病  院 10,525 929 7,399 627 639 80 1,396 102 1,091 120

診療所 55 24 34 19 6 10 1 5 4

18,453 1,270 12,970 788 976 100 2,449 135 2,058 247

18,453 1,270 12,970 788 976 100 2,449 135 2,058 247

 ＊ その他（火災、労働災害、水難、運動競技、加害、自損行為、転院搬送等）

公    的

公  　立

そ

の

他

の

医

療

機

関

国　　立

私

的

計

公　　立

計

そ

の

他

の

場

所

接骨院等

　　合　　　計

公    的

そ　の　他

計

国　　立

私

的

計

　 　　種　別

医療機関

救

急

告

示

医

療

機

関

国　　立

公　　立

私

的

計

公    的

 

（人） 



救   急 

８４ 

 

 

年齢別搬送人員の推移 

         　 年

 年齢

965 人 948 人 627 人 658 人 869 人

5.6 ％ 5.5 ％ 4.2 ％ 4.2 ％ 4.7 ％

684 人 649 人 530 人 475 人 609 人

4.0 ％ 3.8 ％ 3.5 ％ 3.0 ％ 3.3 ％

6,008 人 5,832 人 4,908 人 4,945 人 5,808 人

34.7 ％ 33.8 ％ 32.6 ％ 31.7 ％ 31.5 ％

9,647 人 9,806 人 8,984 人 9,538 人 11,167 人

55.7 ％ 56.9 ％ 59.7 ％ 61.1 ％ 60.5 ％

合　  計 17,304 人 17,235 人 15,049 人 15,616 人 18,453 人

令和４年

6歳以下

7歳～17歳

18歳～64歳

65歳以上

平成３０年 令和元年 令和２年 令和３年

 

 

                                                               

高速道路救急出動状況の推移 

場所

          種別

 年

合

計

交

通

そ

の

他

合

計

交

通

そ

の

他

合

計

交

通

そ

の

他

平成３０年 70 38 32 30 12 18 40 26 14

令和元年 57 30 27 17 6 11 40 24 16

令和２年 54 20 34 32 13 19 22 7 15

令和３年 37 17 20 22 11 11 15 6 9

令和４年 66 26 40 35 14 21 31 12 19

合計 東名高速道路 伊勢湾岸自動車道

 

（件） 



８５ 

救 助

救助出動状況 

出 動 件 数 277 8 50 8 6 45 3 157

活 動 件 数 126 6 22 6 5 57 2 28

救 助 人 員 122 2 25 7 2 28 1 57

出 動 隊 数 1,216 75 221 89 25 178 17 611

出 動 人 員 4,030 236 755 253 87 611 57 2,031

出 動 件 数 276 8 49 8 6 45 3 157

活 動 件 数 125 6 21 6 5 57 2 28

救 助 人 員 120 2 23 7 2 28 1 57

出 動 隊 数 1,209 75 214 89 25 178 17 611

出 動 人 員 4,005 236 730 253 87 611 57 2,031

出 動 件 数 9 1 8

活 動 件 数 4 4

救 助 人 員 4 4

出 動 隊 数 57 10 47

出 動 人 員 197 32 165

出 動 件 数 1 1

活 動 件 数 1 1

救 助 人 員 2 2

出 動 隊 数 7 7

出 動 人 員 25 25
※交通救助の管外は、岡崎市

自
動
車
専
用
道
路
等

建

物

火

災

管

外

豊

田

市

合

計

合

計

               種  別

 地  域

交

通

ガ
ス
・
酸
欠

破

裂

そ
の
他

水

難

自

然

機

械



８６

救 助

月別救助出動状況 

合  計 277 126 122 8 50 8 0 6 45 3 0 157

 1  月 21 7 10 4 1 6 10

 2  月 23 5 4 1 3 4 15

 3  月 28 15 16 2 1 2 2 21

 4  月 17 7 5 6 2 1 8

 5  月 15 8 8 2 2 3 8

 6  月 27 11 8 1 4 4 18

 7  月 22 8 12 6 1 1 2 12

 8  月 29 17 14 3 1 8 17

 9  月 27 18 18 3 8 1 3 12

10 月 18 7 6 2 2 1 1 1 11

11 月 18 8 7 1 3 5 9

12 月 32 15 14 7 1 1 6 1 16

火

災

機

械

建

物

ガ
ス
・
酸
欠

破

裂

交

通

        種別

   月

出
動
件
数

活
動
件
数

救
助
人
員

出動件数内訳

そ
の
他

水

難

自

然

救助出動状況の推移 

136 118 155 233 130 122
339 279 307 302 267 277

建  物 15 5 4 6 4 8
建物以外

81 71 71 67 54 50
6 7 10 7 5 8
1 1 2
18 5 9 8 10 6
72 64 67 72 73 45
1 1 2 5 10 3

1
145 126 142 135 111 157そ の 他

機 械
建 物
ガ ス ・ 酸 欠

 火   災

交 通
水 難
自 然

令和４年

合 計
救 助 人 員

         年
    種別

令和３年

破 裂

平成２９年 平成３０年 令和元年 令和２年



８７

火 災・救 急・救 助

火災・救急・救助件数暦年表

昭和３１年 10 平成 ２ 年 201 6,095 140
昭和３２年 22 平成 ３ 年 208 6,252 151
昭和３３年 29 平成 ４ 年 216 6,301 131
昭和３４年 39 平成 ５ 年 212 6,318 158
昭和３５年 36 平成 ６ 年 256 6,873 177
昭和３６年 53 平成 ７ 年 259 7,367 206
昭和３７年 59 平成 ８ 年 251 7,950 187
昭和３８年 70 74 平成 ９ 年 243 8,581 198
昭和３９年 89 329 平成１０年 193 9,036 191
昭和４０年 95 425 平成１１年 185 9,580 210
昭和４１年 67 589 平成１２年 219 10,496 194
昭和４２年 130 957 平成１３年 255 11,363 219
昭和４３年 143 1,139 平成１４年 253 11,756 215
昭和４４年 174 1,524 平成１５年 211 12,682 228
昭和４５年 240 1,776 平成１６年 230 13,868 237
昭和４６年 278 1,878 平成１７年 268 15,962 245
昭和４７年 223 1,912 平成１８年 220 15,352 271
昭和４８年 303 2,170 3 平成１９年 198 15,588 236
昭和４９年 279 2,234 10 平成２０年 202 15,152 233
昭和５０年 255 2,051 31 平成２１年 229 14,343 219
昭和５１年 254 2,219 60 平成２２年 175 15,621 235
昭和５２年 259 2,665 56 平成２３年 205 16,134 239
昭和５３年 292 2,981 65 平成２４年 162 16,914 266
昭和５４年 199 3,284 51 平成２５年 231 17,246 310
昭和５５年 221 3,657 65 平成２６年 194 17,027 319
昭和５６年 235 3,941 58 平成２７年 152 17,666 292
昭和５７年 275 4,333 68 平成２８年 131 18,041 292
昭和５８年 244 4,428 83 平成２９年 132 18,213 339
昭和５９年 291 4,528 82 平成３０年 130 19,262 279
昭和６０年 250 4,771 81 令和元年 137 19,162 307
昭和６１年 302 4,785 116 令和２年 118 16,721 302
昭和６２年 265 5,069 119 令和３年 113 17,403 267
昭和６３年 230 5,414 140 令和４年 107 20,893 277
平成 元 年 259 5,761 144

          種別
 年 火災           種別

 年 火災 救急 救助救助救急

＊昭和３１年 ４月 挙母市消防本部・署設置 ＊昭和４２年 ４月 猿投町合併 
＊昭和３１年 ７月 消防業務開始     ＊昭和４５年 ４月 松平町合併 
＊昭和３１年 ９月 高橋村合併       ＊昭和４６年１１月 救助工作車運用開始
＊昭和３８年 ９月 救急業務開始     ＊平成 ４年１０月 高規格救急車運用開始
＊昭和３９年 ３月 上郷町合併       ＊平成 ８年  ４月 藤岡町・小原村消防事務受託業務開始
＊昭和４０年 ９月 高岡町合併       ＊平成１７年 ４月 豊田市、藤岡町、小原村、足助町、下山村、旭町、稲武町合併

（件） 



予   防 

９０

防火対象物査察実施状況 
防火対象物：令和５年４月１日現在

立入検査数：令和４年度の実施数

合
計

一
種

二
種

三
種

そ
の
他

合
計

一
種

二
種

三
種

そ
の
他

15,711 934 2,974 5,746 6,057 2,945 237 846 1,812 50

イ 劇場、映画館 9 9 5 3 2

ロ 公会堂、集会場 377 79 2 172 124 69 22 2 41 4

イ キャバレー、カフェ 4 1 3 2 2

ロ 遊技場、ダンスホール 27 20 3 4 12 9 1 2

ハ 風俗営業等を営む店舗 1 1

ニ カラオケボックス等 5 1 2 2 2 2

イ 待合、料理店等 2 2

ロ 飲食店 306 22 11 273 148 4 1 142 1

4 585 120 46 307 112 109 30 13 66

イ 旅館、ホテル等 87 59 2 26 56 20 1 35

ロ 共同住宅、マンション等 4,892 6 21 1,900 2,965 569 2 7 553 7

イ 病院、診療所 215 52 4 159 57 24 1 32

ロ 老人福祉施設等 107 40 21 46 22 5 2 15

ハ デイサービス等 254 90 24 139 1 74 17 7 50

二 幼稚園、特別支援学校 35 19 6 10

7 509 9 484 16 145 2 143

8 28 4 11 13 5 1 4

イ 蒸気浴場、気浴場
ロ イ以外の公衆浴場 3 2 1

10 13 1 4 2 6 2 1 1

11 260 3 1 129 127 60 1 56 3

イ 工場、作業場 2,475 17 1,432 229 797 508 433 68 7

ロ 映画スタジオ
イ 自動車車庫 276 61 73 113 29 81 18 26 33 4

ロ 飛行機格納庫 1 1 1 1

14 1,066 11 540 173 342 240 5 162 65 8

15 1,863 73 465 696 629 397 25 116 246 10

イ 特定の複合用途防火対象物 1,228 210 86 718 214 258 42 17 198 1

ロ イ以外の複合用途防火対象物 1,078 24 215 146 693 118 8 50 55 5

17 3 1 1 1 5 5

18 2 1 1

19

20

16

13

12

豊   田   市   合   計

9

  神社、寺院

6

5

2

区 分

3

1

防火対象物の区分

防    火    対    象    物 立  入  検  査  数

  山林
  舟車

  百貨店、マーケット等

  小学校、各種学校等
  図書館、美術館

  車両停車場、航空機発着場

  倉庫
  前各号以外の事業所

  文化財
  アーケード

８８



予   防 

８９ 

消防用設備等点検状況 

合計 1000
㎡未満

1000
㎡以上

合計 1000
㎡未満

1000
㎡以上

14,395 10,675 3,720 9,516 6,214 3,302

イ 劇場、映画館 9 1 8 9 1 8

ロ 公会堂、集会場 307 265 42 152 112 40

イ キャバレー、カフェ 4 4 1 1

ロ 遊技場、ダンスホール 27 10 17 23 8 15

ハ 風俗営業等を営む店舗 1 1

ニ カラオケボックス等 5 5 4 4

イ 待合、料理店等 2 1 1

ロ 飲食店 291 289 2 186 184 2

4 570 467 103 403 313 90

イ 旅館、ホテル等 86 44 42 75 40 35

ロ 共同住宅、マンション等 4,755 3,695 1,060 3,476 2,504 972

イ 病院、診療所 208 166 42 164 123 41

ロ 老人福祉施設等 90 58 32 80 52 28

ハ デイサービス等 217 152 65 183 123 60

ニ 幼稚園、特別支援学校 35 18 17 33 17 16

7 487 209 278 442 178 264

8 23 19 4 23 19 4

イ 蒸気浴場、熱気浴場
ロ イ以外の公衆浴場 3 1 2 2 2

10 12 9 3 8 5 3

11 201 190 11 106 98 8

イ 工場、作業場 2,298 1,398 900 1,371 602 769

ロ 映画スタジオ
イ 自動車車庫 262 124 138 196 85 111

ロ 飛行機格納庫 1 1 1 1

14 919 723 196 551 386 165

15 1,478 1,050 428 1,025 643 382

イ 特定の複合用途防火対象物 1,153 971 182 619 462 157

ロ イ以外の複合用途防火対象物 947 800 147 379 249 130

17 3 3 3 3

18 1 1 1 1

19
20   舟車

  倉庫
  前各号以外の事業所

16

  文化財
  アーケード
  山林

13

2

3

  百貨店、マーケット等

5

6

  小学校、各種学校等
  図書館、美術館

9

  車両停車場、航空機発着場

  神社、寺院

12

1

区  分 点検を要する防火対象物 報 告 済 防 火 対 象 物

防火対象物の区分
豊   田   市   合   計

令和５年４月１日現在



予   防 

９０

中高層建築物の現況                    
令和５年４月１日現在

合
計

３
階

４
階

５
階

６
階

７
階

８
階

９
階

10
階

11
階

12
階

13
階

14
階

15
階
以上

4,078 2,123 907 427 179 127 100 37 49 30 17 15 27 40

イ 劇場、映画館 1 1

ロ 公会堂、集会場 15 10 3 2

イ キャバレー、カフェ 1 1

ロ 遊技場、ダンスホール 5 3 2

ハ 風俗営業等を営む店舗 1 1

ニ カラオケボックス等 1 1

イ 待合、料理店等 1 1

ロ 飲食店 25 22 1 1 1

4 27 24 2 1

イ 旅館、ホテル等 44 17 3 7 1 7 3 5 1

ロ 共同住宅、マンション等 2,052 804 568 272 102 70 66 25 38 26 11 9 25 36

イ 病院、診療所 41 23 7 4 1 4 2

ロ 老人福祉施設等 14 9 4 1

ハ デイサービス等 15 13 2

ニ 幼稚園、特別支援学校 2 2

7 192 103 67 10 5 6 1

8 3 1 2

イ 蒸気浴場、熱気浴場 0

ロ イ以外の公衆浴場 1 1

10 2 2

11 13 12 1

イ 工場、作業場 249 190 41 8 4 1 1 2 1 1

ロ 映画スタジオ 0

イ 自動車車庫 45 14 15 11 4 1

ロ 飛行機格納庫 0

14 42 34 5 2 1

15 394 251 58 34 20 10 15 3 1 2

イ 特定の複合防火対象物 464 288 69 46 18 18 7 5 2 2 4 4 1

ロ イ以外の複合防火対象物 428 296 58 27 22 9 5 4 2 1 2 1 1
16

13

12

9

5

                                区 分
防火対象物の区分

3

2

1

豊   田   市   合   計

  倉庫

6

  前各号以外の事業所

  神社、寺院

  百貨店、マーケット等

  小学校、各種学校等

  図書館、美術館

  車両停車場、航空機発着場



予   防 

９１ 

消防同意件数                   令和５年４月１日現在
令和４年度の同意件数

                              地  域 
  防 火 対 象 物 の 区 分 豊田市 

1 
イ 劇場、映画館 

ロ 公会堂、集会場 4

2 

イ キャバレー、カフェ 

ロ 遊技場、ダンスホール 

ハ 風俗営業等を営む店舗 

ニ カラオケボックス等 

3 
イ 待合、料理店等

ロ 飲食店 10

4  百貨店、マーケット等 21

5 
イ 旅館、ホテル等 

ロ 共同住宅、マンション等 43

6 

イ 病院、診療所 8

ロ 老人福祉施設等 4

ハ デイサービス等 7

ニ 幼稚園、特別支援学校 

7  小学校、各種学校等 10

8  図書館、美術館 1

9 
イ 蒸気浴場、熱気浴場 

ロ イ以外の公衆浴場 

10  車両停車場、航空機発着場

11  神社、寺院 2

12 
イ 工場、作業場 34

ロ 映画スタジオ 

13 
イ 自動車車庫 9

ロ 飛行機格納庫

14  倉庫 26

15  前各号以外の事業所 82

16 
イ 特定の複合用途防火対象物 13

ロ イ以外の複合用途防火対象物 9

16 の 2  地下街 

16 の 3  準地下街 

17  文化財 

18  アーケード 

19  山林

20  舟車

専 用 住 宅 等 301

合  計 584



予   防 

９０

危険物規制対象物                 
令和 5年４月１日現在 

  製造所等の別 

 区分 

合

計

製

造

所

 貯蔵所 

小

計

屋

内

屋
外
タ
ン
ク

屋
内
タ
ン
ク

地
下
タ
ン
ク

簡
易
タ
ン
ク

移
動
タ
ン
ク

屋

外

施 設 数 1,238 11 742 209 145 85 175 7 95 26

数

量

別

5 倍以下 450 328 101 16 38 74 7 81 11

5 倍を超え 10倍以下 263 2 172 63 28 38 33 10

10  〃 50   〃 290 4 148 30 62 9 35 7 5

50  〃 100   〃 82 2 41 6 17 11 7

100 〃 150   〃 36 19 1 14 4

150 〃 200   〃 40 13 5 4 4

200 〃 1,000 〃 76 3 20 2 4 14

1,000 〃 5,000  〃 1 1 1

5,000 〃 10,000 〃

10,000 倍を超えるもの

 製造所等の別 

区分 

取扱所
事

業

所

数

小

計

給

油

第
一
種
販
売

第
二
種
販
売

移

送

一

般

施 設 数 485 239 2 244 543

数

量

別

5 倍以下 122 23 99

5 倍を超え 10倍以下 89 12 77

10  〃 50   〃 138 85 2 51

50  〃 100   〃 39 25 14

100 〃 150   〃 17 17

150 〃 200   〃 27 25 2

200 〃 1,000 〃 53 52 1

1,000 〃 5,000  〃

5,000 〃 10,000 〃

10,000 倍を超えるもの

９２



消 防 団 

９３

消防団員職務報酬
支給対象者 支給単位 階級 金額（円）

基本団員 年額

団 長 136，500
副団長 86，500
分団長 62，500
部 長 40，500
班 長 37，000
団 員 36，500

学生機能別団員 年額 団 員 5, 000
＊「学生機能別団員」とは機能別団員のうち、大学生等で構成された団員

消防団員出動報酬 
支給対象者 支給単位 種別 出動時間の区分 金額（円）

基本団員 
機能別団員

1 回 
災害・警戒
出動 

1 時間以下 2，000
1 時間を超え 3 時間以下 4，000
3 時間を超え 5 時間以下 6，000
5 時間を超え７時間以下 8，000

訓練等出動 一律 3，000
＊「機能別団員」とは入団時に定めた特定の任務に限り従事する団員 
＊「災害・警戒出動」とは火災等の災害が発生又は発生するおそれのある場合の出動 
＊「訓練等出動」とは、消防署との合同訓練や出初式等の行事に参加する場合の出動 

消防団員費用弁償 
支給対象者 区分 金額

基本団員 
災害支援 
機能別団員 

災害・警戒出動又は訓練
等出動の際に自家用車
を使用した場合 

１回当たり３００円 

上記以外の場合 豊田市職員旅費条例（昭和 41 年
条例第 1 号）別表第 2 号に規定す
る支給対象者の旅費相当額

学生機能別団員 一律

消防団員退職報償金 （円）

階 級 
勤 務 年 数

5年以上 10年以上 15年以上 20年以上 25年以上 30年以上
10年未満 15年未満 20年未満 25年未満 30年未満

団 長 239，000 344，000 459，000 594，000 779，000 979，000
副団長 229，000 329，000 429，000 534，000 709，000 909，000
分団長 219，000 318，000 413，000 513，000 659，000 849，000
部 長
班 長

204，000 283，000 358，000 438，000 564，000 734，000

団 員 200，000 264，000 334，000 409，000 519，000 689，000



９４

消 防 団 

団長 副団長 方面隊長 分団長 部長 班長 団員 分団計 方面隊計 方面隊 分団 部 班 小 型 動 力 ポ ン プ
積載車

キ：救助用資機材搭載型
ポ：ポンプ車

1 2 15 1 2 ◎元城　　◎竹生 元城、竹生
1 1 2 10 2 1 ●平芝 平芝

1 2 32 3 1 ●梅坪 梅坪
1 1 11 1 1 ◎樹木 樹木
1 2 11 2 1 ●小坂 小坂
1 2 13 3 2 ●下市場　●金谷 下市場、金谷
1 2 12 4 1 ●長興寺 長興寺
1 3 17 1 3 ●宮口 　　●宮上　　◎宮 宮口

1 1 2 6 2 2 ●本新 　　●千足 本新、千足
1 2 7 3 2 ●深田 　　●本地 深田
1 2 7 1 1 ●今 今

1 1 2 9 2 2 ●前山 　　●渡合 前山
1 2 12 3 1 ●室 室
1 2 2 1 1 ●高橋 高橋

1 1 1 0 2 1 ●上野 上野
1 1 0 3 1 ●市木 市木
1 3 14 1 3 ●扶桑　　●平井　　◎百々 扶桑

1 1 2 10 2 2 ●岩滝　　●池田 岩滝
1 2 10 3 2 ●矢並　　◎山中 矢並
1 2 12 1 1 ●野見 野見

1 1 2 8 2 1 ●広川 広川
1 3 20 3 3 ●古瀬間 　　●大見 古瀬間、大見
1 3 10 1 1 ◎九久平 九久平
1 2 13 2 2 ●幸海 　　●◎穂積 幸海
1 2 2 3 1 ●岩倉 岩倉
1 2 16 4 2 ●桂野 桂野
1 2 12 1 3 ●林添 ◎滝脇　　●長沢 林添

1 1 2 13 2 2 ●豊松 　　◎松平 豊松
1 2 12 3 3 ●坂上(仁王）●坂上(日明）●石楠 仁王
1 2 15 1 1 ●鴛鴨 鴛鴨 
1 1 7 2 1 ●大林 大林
1 2 4 3 2 ●渡刈　　◎豊栄 渡刈、豊栄
1 2 4 4 1 ●永覚 永覚
1 2 11 1 1 ●上郷 上郷
1 2 14 2 2 ●畝部東(中切) ◎桝塚東 畝部東
1 2 16 3 1 ●配津 配津
1 2 9 4 2 ●福受 　　●和会 福受、和会
1 2 5 1 1 ◎土橋 土橋

1 1 2 8 2 1 ●本 本
1 2 4 3 1 ●中 中
1 2 9 1 1 ●若林 若林

1 1 2 1 2 1 ●中根 中根
1 2 6 3 1 ●花園 花園
1 2 17 1 2 ●堤 　　　●上丘 堤、上丘

1 1 2 17 2 2 ●西岡 ◎前林 西岡、前林
1 2 11 3 2 ●駒場　　●中田 駒場
1 2 13 1 2 ●八草　　●広幡 八草
1 1 7 2 2 ◎大畑　　●篠原 篠原
1 3 7 3 3 ●保見 ●東保見 ●田籾 保見、田籾
1 2 23 4 2 ●貝津　　●伊保 貝津、伊保
1 2 23 1 2 ●猿投　　●加納 猿投、加納

1 1 2 22 2 2 ●亀首 ●舞木 亀首
1 2 19 3 2 ●乙部 乙部
1 2 11 1 1 ◎四郷 四郷
1 1 9 2 1 ●御船 御船
1 2 15 3 3 ●越戸 ●花本 越戸
1 1 16 4 1 ●西広瀬 西広瀬
1 3 22 1 4 ●東広瀬　 ●小峯　●力石 東広瀬、力石
1 2 1 2 2 ●藤沢 　　●富田 藤沢
1 2 16 3 2 ●寺下 　　●成合 寺下
1 2 18 4 4 ●中金 ●芳友　●野口　●中切 中金、野口

62 31

71 41

5

1 1

63

271

第
４
方
面
隊

11

74 2

1

27 3

26 4

41

47 5

42

214

第
３
方
面
隊

11

41 3

1

1

1

67

206

第
１
方
面
隊

38

55

63

55

4

1

10

209

第
２
方
面
隊

1

45 2

51 3

21

人　員　配　置 区　　分 消防団機動力

1

59 21



消 防 団 

９５ 

2 2 16 1 1 ◎木瀬 木瀬（ポ）
1 3 19 2 1 ◎藤岡飯野 藤岡飯野（ポ）
1 2 9 1 1 ◎◎西中山 西中山
1 2 12 2 1 ◎深見 深見
1 3 17 1 1 ◎御作 御作
1 1 3 2 1 ◎上川口 上川口
1 2 12 1 1 ◎三箇 三箇

1 1 2 6 2 1 ◎折平 折平
1 3 6 3 1 ◎白川 白川
1 3 10 1 1 ◎大平 大平（ポ）

1 1 2 1 2 1 ◎乙ケ林 乙ケ林
1 2 6 3 1 ◎北篠平 北篠平
1 2 3 1 1 ◎上仁木 上仁木
1 2 7 2 1 ◎雑敷 雑敷

1 3 8 3 1 ◎永太郎 永太郎

1 4 8 1 1 ◎小原 小原
1 2 3 2 1 ◎市場 市場
1 3 22 1 1 ◎足助（田町） 足助（田町）
1 1 6 2 1 ◎山谷 山谷
1 4 33 1 1 ◎足助（宮平） 足助（宮平）
1 1 0 2 1 ◎葛沢 葛沢
1 2 11 1 1 ◎近岡 近岡
1 2 10 2 1 ◎国谷 国谷
1 3 30 1 1 ◎則定 則定
1 1 6 2 1 ◎◎上佐切 上佐切
1 1 14 1 1 ◎竜岡 竜岡
1 2 20 2 3 ◎明川　◎大多賀　◎五反田 明川
1 2 18 1 1 ◎◎新盛 新盛

1 1 2 11 2 2 ◎大河原　◎大蔵 大蔵
1 2 9 3 2 ◎御蔵　◎月原 御蔵
1 1 8 1 1

1 1 7 2 1

2 1 6 3 1

1 2 3 1 1

1 1 2 3 2 1

1 2 3 3 1

2 2 0 1 1

1 3 0 2 1

1 2 1 3 1

1 3 7 1 1

1 3 6 2 2

1 2 7 3 2

2 2 4 1 1 ◎田津原 田津原
1 2 4 2 1 ◎小渡 小渡（ポ）

1 1 1 4 7 2 1 2 ◎笹戸 笹戸

1 2 14 1 2 ◎杉本　◎太田 杉本
1 1 10 2 2 ◎加塩　◎榊野 榊野
1 1 4 1 1 ◎槙本 槙本
1 1 4 2 1 ◎伊熊
2 2 2 1 1

1 1 2 2 1

1 2 12 1 1 ◎◎稲武 稲武、稲武（ポ）
1 1 7 2 1 ◎川手 川手
1 2 6 3 2 ◎大野瀬 大野瀬

1 1 3 30 35 2 1 3 ◎小田木　◎黒田　◎御所貝津 小田木、黒田、御所貝津

1 1 2 19 23 3 1 2 ◎武節　◎桑原 武節（ポ）、桑原

0 0 1 2 11 14 14

0 0 0 0 230 230 230

0 0 0 0 31 31 31
1 4 10 43 123 236 1477 1879 1894 合計 43 117 174 １７０台 １２８台

1

28

78

第
6
方
面
隊

1

1 29 2

1

第
5
方
面
隊

1

1 28 2

1 27 3

35 4

1

1 44

135

2

1 28 3

1 43 4

3

1

1

1 35

236

第
7
方
面
隊

1

1 41

20

1 40

13

5

48

◎◎下山田代　◎花沢 下山田代、花沢

19 2 ◎大沼 大沼（ポ）

6

1

1 29

94

第
8
方
面
隊

1

1 3

1 16

78

第
9
方
面
隊

1

1

◎蘭　◎◎和合 蘭、和合

1 32 4 ◎阿蔵　◎◎立岩 ◎梨野 ◎野原　◎羽布 阿蔵、立岩、羽布

1

広報指導部 部長＋（カラーガード隊6、ファイヤーガード隊7）

災害支援機能別（2方面隊26）（藤岡地区23）（小原地区15）
（足助地区23）（下山地区44）（旭地区74）(稲武地区25)

学生機能別団員（中京大学26）（日本赤十字豊田看護大学2）（愛知工業大学3)

●印は、シバウラ（８５台） ◎は、トーハツ（８５台） ※総務課管理分除く

11 5 ◎浅谷 浅谷

1

1 34

93

第
1
0
方
面
隊

1

1 30 3

1 13 4

1



そ の 他 

９６ 

出 動 基 準                        （隊）
出動
区分

ポンプ 救  助
 作 救急 指揮隊 はしご 化学  槽 資機材搬送 

排煙
電源  援 ドローン

１次 2 1
２次 1
３次
１次 4 1 1 2 1
２次 2
３次 2
１次 4 1 1 2 1
２次 2 1 1
３次 2
２次 5 1 1 2 1 1 1
３次 2
１次 3 1 1 2 1 1
２次 2 1 1
３次 2
１次 3 1 1 2 1 1 1
２次 2 1 1
３次 2
１次 3 1 1 2 1 1
２次 2
３次 2
１次 3 1 1 2 1 1
２次 2
３次 2
１次 3 1 1 2 1 1 1
２次 2
３次 2
１次 2 1 1 2 1 1 1 1
２次 2 1
３次 2
１次 3 1 1 1
２次 2 1 1
３次 2
１次 2 1 1
２次 2
３次 2
１次 2 1 2 2 1
２次 1 1 2 1
３次 2
１次 1 1 2 2 1 1
２次 1 1
３次 2
１次 2 1 1 1
２次 2 1
３次 2
１次 2 1
２次 1 1

事 後 聞 知 １次 1 1

トンネル

中 高 層
危 険 物

そ の 他

地 下
中 高 層
危 険 物

地 下
中 高 層
建 物

地 下

両

航 空 機

出 動 種 別

火

災

小 規 模

一 般 建
物

指 定 建
物

危 険 物

林 野

鉄 道

中 高 層
建 物

船 舶



９７ 

そ の 他

                                        （隊） 

出動
区分

ポンプ 救  助
 作 救急 指揮隊 はしご 化学  槽 資機材搬送 

排煙
電源  援 ドローン

１次 1
２次 1 1
３次
１次 1
２次 1 1 1
３次
１次 1
２次 1
３次
１次 1
２次 1 1
３次
１次 1
２次 1
３次
１次 1
２次
３次
１次 1 1
２次
３次
１次 1 1 1 1
２次 1
３次 1
１次 2 1 1 2 1 1
２次 2 1 1
３次 1
１次 1 1 1 1
２次 1
３次 1
１次 2 1 2 2
２次 1 1 2 1
３次 1
１次 1 1 1 1
２次 1
３次 1
１次 1 1 1 1 1
２次 1 1
３次 1
１次 1 1 1 1
２次 1
３次 1
１次 3 1 1 2 1
２次 2 1
３次 1
１次 2 1 1 1
２次 1 1 1
３次 1
１次 (1) (1) 3 1
２次 1
３次 1

救急支援 １次 (1) (1) 1
搬送支援 １次 (1) (1) 1

１次 2 1 4 2 1 1
２次 1 1 3
３次 1 2

救

急

複数救急

一 般

警

戒

危険物

水 位

救

助

多 数 傷 病 者
救 急

一 般

水 難

交 通

自 然

山 岳

鉄 道

低 所

高 所

特 殊

出 動 種 別

ガ ス

一 般

探

索

怪 煙

自火報

＊（1）はどちらか1隊 



９８ 

そ の 他

消防水利状況
令和５年４月１日現在 

●消火栓   ５，７３９基 

■防火水槽  １，９６９基 

◆指定水利  １５３か所

消火栓 

地区別 

合 計 ５，７３９

猿投地区 １，１４９ 

挙母地区 １，６５７

高橋地区 ６５０

松平地区 ２７７

上郷地区 ４５１

高岡地区 １，０５８

藤岡地区 ４９４

下山地区 ３

管径別
（㎜） 

合 計 ５，７３９
７５未満 ４
７５ ２５０ ５，１８０
３００以上 ５５５

容量別

合 計 １，９６９
40 以上 １，７０２
40 未満 ２６７

防火水槽 

地区別 

合 計 １，９６９

猿投地区 ３０４

挙母地区 ２４８

高橋地区 １６７

松平地区 １３６

上郷地区 ８９

高岡地区 ２００

藤岡地区 １１９

小原地区 １３６

足助地区 ２２２

下山地区 ８２

旭地区 １４４

稲武地区 １２２

種類別

合 計 １５３
プール ８６
防火水槽 ４０
池 ２１
消火栓 ３
その他 ３



９９ 

そ の 他 

月別気象状況  

測定場所  豊田市消防本部 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 最高値 最低値

月積算 27.0 30.0 75.5 136.5 138.5 117.0 329.0 153.5 287.0 45.0 87.5 22.5 329.0 22.5

日最大
積算

13.5 13.5 39.0 25.0 43.0 61.0 48.0 37.5 120.0 20.0 27.5 8.5 120.0 8.5

平均 3.4 3.3 3.2 2.7 2.5 2.3 2.2 2.2 2.4 2 2.4 3.1 3.4 2.0

風向 北 北北西 北北西 北東 北東 南西 南西 北東 南西 北東 北東 北 ー ー

最大
瞬間

22.2 22.9 23.4 18.9 17.4 17.8 21.2 15.3 27.1 15.5 15.8 21.9 27.1 15.3

最大
瞬間
風向

北北西 北北西 北北西 北 北北西 北北西 東南東 南西 南 北北西 北北西 北北西 ー ー

平均 3.8 4.5 10.9 16.6 19.2 23.8 27.0 28.2 25.9 18.1 14.3 6.2 28.2 3.8

最高 15.9 16.7 23.9 29.4 34.1 38.9 38.2 38.3 34.0 31.5 25.4 18.9 38.9 15.9

最低 -3.7 -3.3 -0.9 3.2 7.0 12.4 21.4 21.0 18.5 5.0 4.2 -3.8 21.4 -3.8

雨
量
㎜

風
速
ｍ
／
ｓ

気
温
℃

月
区分

※最高値及び最低値は、１０分間あたりの平均値（雨量・最大瞬間風速を除く。） 
○年間降雨日数  １１９日 
○年間総雨量   １４４９㎜ 
○時間最大降雨量 ３９㎜  ７月２７日観測
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全国統一防火標語（令和５年度） 

火を消して 

   不安を消して 

       つなぐ未来 


